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第1章 業務概要 

1-1 業務の目的 

現在の自動車に依存した交通状況からの転換を図り、公共交通や徒歩、自転車を含めた多様

な交通手段を上手く活用できる交通体系を位置付けた｢浦添市交通基本計画（H23.10）｣の実現

に向け、短中期（約 10 年）を対象に地域別の具体的な都市交通施策の転換を定めた｢浦添市総

合交通戦略（H25.2）｣に基づいた公共交通ネットワークの構築を図るため、支線公共交通に関

する基礎調査及び運行に向けた計画検討を行うことを目的としている。 

現状における交通不便地域の市民の足を確保すると共に、沖縄都市モノレールの延長を視野

に入れ、支線公共交通の運行について基礎的な検討を行い、平成 30 年度以降のコミュニティ

バス実証実験の実施に向けた実証実験計画案の詳細な技術資料を作成する。 

1-2 業務概要 

本業務の概要は以下のとおりである。 

 

■ 業 務 の 名 称 ：平成 29 年度 浦添市総合交通戦略推進業務委託 

■ 業 務 場 所 ：浦添市全域 

■ 履 行 期 間
：自 平成 29 年 8 月 1 日 

至 平成 30 年 2 月 28 日 

■ 発 注 者 ：浦添市都市建設部都市計画課 

■ 受 注 者 ：株式会社 中央建設コンサルタント 

 

■ 業 務 項 目 

表 1-1 業務項目 

項目 単位 数量 備考 

1.計画準備 式 1  

2.コミュニティバス運行ルート（案）の検討 式 1  

(1)既往調査を用いた浦添市を起終点 

とする交通動向の分析
式 1  

(2)コミュニティバス運行ルート案の検討 式 1  

(3)コミュニティバス停留所配置案の検討 式 1  

(4)市内駐機場の検討 式 1  

(5)コミュニティバス潜在需要規模の推計 式 1  

(6)路線バス事業者ヒアリング 式 1  

3.コミュニティバス実証実験計画（素案）の検討 式 1  

(1)実証実験項目・時期・期間に関する検討 式 1  
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(2)実証実験手続きに関する調査 式 1  

(3)実証実験費用の試算 式 1  

(4)補助金制度に関する調査 式 1  

(5)協議会の運営 回 2  

4.公共交通空白地域等の整理 式 1  

5.アンケート調査 式 1  

6.打合せ協議 回 3 打合せ 3 回実施 

7.報告書作成 式 1  

 

1-3 業務対象地域 

本業務対象地域は、下図に示す浦添市全域となる。 

 

 

図 1-1 対象地域 
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1-4 業務フロー 

 

 
図 1-2 業務フロー 

初回打合せ（照査） 

１．計 画 準 備 

２．コミュニティバス運行ルート（案）の検討 

(1)既往調査を用いた浦添市を起終点とする 

交通動向の分析 

(2)コミュニティバス運行ルート案の検討 

(3)コミュニティバス停留所配置案の検討 

(4)市内駐機場の検討 

(5)コミュニティバス潜在需要規模の推計 

(6)路線バス事業者ヒアリング 

３．コミュニティバス実証実験計画（素案）の検討 

(1) 実証実験項目・時期・期間に関する検討 

(2) 実証実験手続きに関する調査 

(3) 実証実験費用の試算 

(4) 補助金制度に関する調査 

(5) 協議会の運営 

４．公共交通空白地域等の整理 

５．アンケート調査 

(1) アンケート調査の実施 

(2) アンケート集計・整理 

協議会の運営 

・第 1回協議会（10 月頃）

・第 2回協議会（2月頃）

中間打合せ（照査） 

最終打合せ（照査） 

コミュニティバス実証実験計画（素案）の作成 

６．報告書作成 
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1-5 業務内容 

1-5-1 計画準備 

上位関連計画及び浦添市における関連事業の進捗状況等、コミュニティバス既往調査結果を

踏まえ、本業務の計画準備を行った。 

 

【上位関連計画】 

 TDM 施策推進アクションプログラム 

 都市モノレール延長整備計画 

 那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市北中城村地域公共交通総合連携計画（基幹バス） 

【コミュニティバス既往調査結果等】 

 平成 22 年度 浦添市コミュニティバス導入調査 報告書 

 平成 25 年度 まちづくり交通計画策定業務委託（その 2）報告書 

【関連業務】 

 浦添前田駅にぎわい交流ゾーン基本計画策定事業（平成 29 年度浦添市発注） 

 浦添市観光振興計画策定支援事業委託業務（平成 29 年度浦添市発注） 

 沖縄都市モノレール延長区間総合戦略検討業務委託（平成 29 年度沖縄県発注） 

1-5-2 コミュニティバス運行ルート（案）の検討 

既往調査結果を基に浦添市内の交通動向について整理・分析し、沖縄都市モノレール新駅で

ある｢てだこ浦西駅｣を起終点とした運行ルートの検討、平成 22 年度浦添市コミュニティバス

社会実験の運行ルートを見直し、また合わせて、バス停留所案の検討を行った。 

なお、運行ルート案の検討においては、平成 25 年度成果において需要喚起効果が見込める要

素について配慮するものとし、バス事業者として採算性について考察を行うためにパーソント

リップ調査結果による潜在需要規模の推計及び路線バス事業者へのヒアリングを行った。 

 

① 既往調査を用いた浦添市を起終点とする交通動向の分析 

 平成 18 年度 第 3 回沖縄本島中南部都市圏パートントリップ調査 

 平成 27 年度 道路交通センサス 

 平成 27 年度 国勢調査 

 既往路線バス網                      等 

② コミュニティバス運行ルート案の検討 

③ コミュニティバス停留所配置案の検討 

④ 市内駐機場の検討 

⑤ コミュニティバス潜在需要規模の推計 

⑥ 路線バス事業者ヒアリング 
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1-5-3 コミュニティバス実証実験計画（素案）の検討 

既往成果に基づき利用意向条件について分析し、さらに分析結果に基づき、需要意向に対応

したコミュニティバスのルート、バス停位置、料金設定、採算性等の基本計画について検討し

た。 

 

① 実証実験項目・時期・期間に関する検討 

② 実証実験手続きに関する調査 

③ 実証実験費用の試算 

④ 補助金制度に関する調査 

コミュニティバスに関する検討や実証実験等を行うにあたって、活用できる補助金制度につ

いて調査し整理を行う。 

⑤ 協議会の運営 

実証実験計画（素案）の作成にあたっては、協議会に諮るものとする。なお、協議会は 2 回

開催し、協議会の運営及び資料作成を行う。 

 1 回目：既往成果の経緯報告、コミュニティバスの検討方針について 

 2 回目：実証実験計画（素案）について 

1-5-4 公共交通空白地域等の整理 

既往成果（平成 25 年度）を基に、浦添市内における公共交通空白地域を整理する。 

また、需要・効果の目安として地域ごとの年齢別人口・世帯数、主要公共施設・商業施設を

整理し、既往調査結果（H18PT 等）より手段別発生集中量等を算出する。 

 

【整理項目】 

 人口分布状況 

 既存路線バスネットワーク 

 公共交通空白地域 

 道路交通状況 

1-5-5 アンケート調査 

浦添市における支線公共交通について、現況の市民ニーズ把握を目的にアンケート調査を実

施した。なお、アンケート調査結果は、支線公共交通を検討する基礎資料とする。 

 アンケート調査の実施 

 アンケート集計・整理 

 

また、浦添市立神森中学校において実施された公共交通に関する研究事業と連携し、研究事

業対象の生徒へ公共交通に関するアンケートを実施した。 
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1-5-6 成果品 

本業務において提出する成果品は下記の通りとなる。 

なお、提出する成果品は、入念に点検及び照査を行い、間違いや漏脱がないよう努めるもの

とする。 

 

① 報告書製本（カラー印刷）くるみ製本 A4 版 ・・・・・・・・・・・50 部 

② 電子データ（CD－ROM） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一式 

③ その他発注者の指示するもの 
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第2章 支線公共交通導入に向けた背景と目的 

浦添市域における公共交通環境として、西エリアでの国道 58 号基幹バス導入の取り組み、東

エリアでの沖縄都市モノレール延長整備等、幹線公共交通の整備が進んでおり、モノレール開

業を見据えて、浦添市民が利用する支線公共交通整備への展開が必要である。 

 

浦添市では、将来のまちづくりの実現を交通の分野で支える交通基本計画（H23)を策定した。

また将来計画の実現に向けて、浦添市総合交通戦略（H25）を策定し、公共交通・自転車・モ

ビリティマネジメント等各種施策を５～１０年で検討・実施に取り組む事としており、モノレ

ール開業を見据えて、浦添市内の公共交通空白地域・不便地域の解消、高齢者等の外出促進、

公共施設の利用促進を通じた、浦添市の実情に即した「まち」の活性化等を図るため支線公共

交通整備に向けて取り組む必要がある。 

 

 

 
図 2-1 浦添市及び周辺の交通関連事業 

 

 

 

沖縄西海岸道路（H30 年 3 月暫定供用予定）

基幹バス導入（H31 年導入予定）

新たなインターチェンジ

（H33 供用予定） 

モノレール延長区間

（H31 年開業予定）
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第3章 関連上位計画 

浦添市を取り巻く交通施策は、広域的な観点から地域高規格道路の整備、追加 IC の整備、沖

縄都市モノレールの延長、基幹バスの導入など様々な施策が戦略的に展開されている。 

浦添市の都市交通施策を進める上で、これらの広域的な交通施策と連携しつつ、浦添市内に

おけるまちづくり、産業振興、観光振興、学校教育等の様々な視点から取り組むことが必要と

考えられる。 

 

図 3-1 上位関連計画 

沖縄県総合交通体系基本計画（H24.5） 

TDM 施策推進アクションプログラム（H25.3） 
（時差出勤、公共交通利用推進等） 

【TDM 施策推進協議会】 

那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市・北中城村地

域公共交通総合連携計画（基幹バス等）（H29.3）

【沖縄県公共交通活性化推進協議会】 

沖縄本島中南部都市圏都市交通マスタープラン 
（H21．3） 

（公共交通 NW，道路 NW、関連施策等） 
【沖縄本島中南部都市圏都市交通協議会】 

国道 58 号～国道 330 号沿線エリア総合交通戦略
（H23．3） 

モノレール延長エリア総合交通戦略 
（H21．3） 

中南部都市圏都市交通 

交通政策 

沖縄県 

沖縄県広域道路整備基本計画 
（H5.12） 

（2 環状 7 放射、ハシゴ道路） 
【沖縄ブロック幹線道路協議会】 

沖縄の新たな交通環境創造会議
（H29.1～） 

（基幹バス導入、BT 整備促進等） 
 

 

 

沖縄総合事務局 

那覇都市圏交通円滑化総合計画
(H19.12) 

（渋滞交差点対策等） 
【沖縄地方渋滞対策推進協議会】 

浦添市交通基本計画（H23.10） 

浦添市総合交通戦略（H25.2） 

道路整備・自転車利用環境 

コミュニティバス・生活道路対策

都市交通

浦添市 

 

【まちづくり全般】浦添市まち･ひと・しごと創生総合戦略 

【産 業 振 興】 浦添市産業振興ビジョン 

【観 光 振 興】 浦添市観光振興計画（検討中） 

前田駅にぎわい交流ゾーン基本計画（検討中）

【学 校 教 育】 浦添市通学路安全プログラム 

 

沖縄次世代都市交通検討会 
（H29.7～） 
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3-1 国・沖縄総合事務局の動向 

① 地域公共交通網形成計画 

 地域戦略の一環として、持続可能な公共交通ネットワークの形成を、網形成計画の策定・

実施により推進 

 基本方針に基づき、地方公共団体が交通事業者など地域の関係者と連携し、｢地域公共交

通網形成計画｣の策定が可能 

 地方公共団体が、交通事業者との合意の上で、｢地域公共交通再編実施計画｣の策定が可能 
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② 沖縄の新たな交通環境の創造に向けて 

異なる交通モード間の乗り継ぎ、基幹バス及び支線バスの乗り継ぎに必要となる交通結節点

の整備。また、モノレール延長区間てだこ浦西駅では、追加 IC 整備、P&R 等、多様な交通モー

ドの乗り継ぎが可能となる交通結節点を整備〈平成 29 年度新規事項（イノベーション調査）〉。 

 

 商業施設等を活用した交通結節機能の創出に向けた実証実験等を実施 

 交通結節点における観光客向けの移動支援情報の強化に向けた実証実験等を実施 

 

【てだこ浦西駅周辺整備のイメージ】 

  
 

 

【大型商業施設を活用した交通結節点の整備イメージ】 
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3-2 沖縄県の動向 

① 沖縄 21 世紀ビジョン基本計画 

【圏域別展開の基本方針：中部圏域】 

 沖縄西海岸道路の整備を促進するとともに、本島東西間を結ぶ県道 24 号線バイパス、沖

縄環状線、浦添西原線などの整備を推進し、体系的な幹線道路網の構築を図る。また、都

市と近郊地域間の交流を促進する幹線道路の整備を推進するとともに、これらと有機的に

つながる市町村道の整備を促進。 

 沖縄都市モノレールを沖縄自動車道（西原入口）まで延長、結節することで、高速道路と

の連携を図るとともに鉄軌道を含む新たな公共交通システムと地域を結ぶ利便性の高い

公共交通ネットワークの構築に向けた取組を推進。 

 時差出勤、県民及び観光客の過度な自動車利用から公共交通利用への転換等によるＴＤＭ

（交通需要マネジメント）施策を推進。 

 

② 沖縄県総合交通体系基本計画 

 

【拠点間を連絡する鉄軌道を含む 

新たな公共交通システムの導入】 

 

 県民及び観光客の移動利便性の向上、中南

部圏域の交通渋滞緩和、低炭素社会の実

現、県土の均衡ある発展を支える利便性の

高い公共交通ネットワークを構築するた

め、沖縄本島を縦断し、広域移動を支える

鉄軌道を含む新たな公共交通システムを

導入。 

 

【都市部の多様な活動を支えるバス交通の拡充】 

 

 都市部における通勤、通学等の定常的な交

通や圏域間の広域移動を支えるバス交通

のサービス拡充策の展開を図る。 
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③
 
T
DM

施
策
推

進
ア
ク

シ
ョ
ン
プ

ロ
グ

ラ
ム
 

 
沖

縄
県

に
お

け
る

総
合

交
通
体

系
の

方
向

性
を

視
野

に
置
き

な
が

ら
、
行

政
機

関
、
民
間

事
業

者
、

県
民

が
連

携
・
協

力
し

て
、

一
人

ひ
と

り
が
主

体
的

・
自

発

的
に

T
D
M
施

策
と

関
わ
り

、
今

後
具

体
的

に
取
り

組
み
を
推

進
し

て
い
く

た
め

の
道
筋
を

総
合

的
、

体
系
的

に
示
す
こ

と
を

目
的

に
作
成

さ
れ
た
ア

ク
シ

ョ
ン

プ

ロ
グ

ラ
ム
。
 

 
平

成
2
9
年

3
月

に
改

訂
さ
れ

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
の

5
ヵ

年
に
お

け
る
役

割
等
を
位

置
づ

け
。
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル

に
関
連

し
た
施
策

と
し

て
、

キ
ャ
ン

パ
ス
交
通

シ
ス

テ
ム
、

モ
ノ

レ
ー
ル
を

活
用

し
た

T
DM

施
策

、
循
環

バ
ス

・
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス

、
生

活
道

路

対
策

、
自
転

車
利
用

促
進
、
モ

ビ
リ

テ
ィ

・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

な
ど

が
あ
げ

ら
れ

る
。
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④
 
那
覇

市
・
浦

添
市
・

宜
野
湾
市

・
沖

縄
市

・
北
中

城
村
地
域

公
共

交
通

に
お
け

る
総
合
交

通
連

携
計

画
 

 
バ

ス
網

再
構

築
に
よ

り
、
効
率

的
な

運
行

を
図
る
 

 
→

基
幹

バ
ス

、
支

線
バ

ス
に
分

け
る

こ
と

に
よ

り
、

無
駄
の

な
い

効
率
的

な
バ

ス
運
行
を

図
り

、
公

共
交

通
事

業
の
健

全
化

を
図

る
（

総
走

行
台
キ

ロ
の

削
減

、

輸
送

効
率
向

上
）
 

 

地
域

公
共

交
通

総
合

連
携

計
画

の
目

標
 

目
標

１
 

わ
か

り
や

す
い

バ
ス

網
を

実
現

す
る

こ
と

で
、

誰
に

で
も

バ
ス

を
利

用
し

や
す

く
す

る
 

→
基

幹
バ

ス
網

の
明

確
化

に
よ

り
、

誰
に

で
も

わ
か

り
や

す
い

バ
ス

の
実

現
を

図
る

。
 

目
標

２
 

利
用

し
や

す
い

ダ
イ

ヤ
を

実
現

す
る

こ
と

で
、

バ
ス

の
利

用
促

進
を

図
る

 

→
高

頻
度

の
利

用
し

や
す

い
運

行
ダ

イ
ヤ

の
実

現
を

目
指

す
。

 

目
標

３
 

バ
ス

網
再

構
築

に
よ

り
、

効
率

的
な

運
行
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図

る
 

→
基

幹
バ

ス
、
支

線
バ

ス
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け

る
こ

と
に
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り

、
無

駄
の

な
い

効
率

的
な

バ
ス

運
行

を
図
り

、

公
共

交
通

事
業

の
健

全
化

を
図

る
（

総
走

行
台

キ
ロ

の
削

減
、

輸
送

効
率

向
上

）
。

 

→
バ

ス
の

基
本

的
な

サ
ー

ビ
ス
（

わ
か

り
や

す
い

時
刻

表
、
乗

務
員

に
よ

る
利

用
案

内
、
接
客

マ
ナ

ー
等

）
の

向
上

 

目
標

４
 

バ
ス

の
確

実
な

走
行

性
を

確
保

し
て

、
公

共
交

通
に

対
す

る
信

頼
回

復
を

図
る

 

→
公

共
交

通
の

信
頼

回
復

の
た

め
、
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実
な

運
行
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す
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速
性

を
確

保
す

る
。

 

→
バ

ス
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の
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階
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拡
充
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図
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図
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保
す

る
 

→
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幹
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ス
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保
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ス
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生

じ
る

場
合
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あ
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か

ら
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乗

継
利

便
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で

き
る

だ
け

損
な

わ
な

い
よ

う
に

、
基

幹
と

支
線

の
シ

ー
ム
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ス
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乗

継
（

空
間

面
、

情
報

面
、
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間

面
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確

保
す

る
。

 

目
標
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過
度
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自

家
用
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を
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て

、
自
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用

車
利

用
か

ら
の

転
換

を
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進
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→
環

境
負

荷
や

道
路

混
雑

を
緩

和
し

て
い

く
た

め
、
公

共
交

通
の

利
便

性
を

改
善

し
見
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と
に

よ
り

、
自

家
用

車
利

用
か

ら
の

転
換

を
促

進
す

る
。
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⑤ 沖縄本島中南部都市圏総合交通戦略 

 H18ＰＴに基づき策定された沖縄本島中南部都市圏都市交通マスタープランを踏まえ、国

道 58 号エリアの総合交通戦略を策定 
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⑥ モノレール延長エリア総合交通戦略 

 H18ＰＴに基づき策定された沖縄本島中南部都市圏都市交通マスタープランを踏まえ、モ

ノレール延長エリアの総合交通戦略を策定 
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3-3 浦添市内交通計画 

① 浦添市交通基本計画（平成 23 年 10 月） 

H18ＰＴに基づき策定された沖縄本島中南部都市圏都市交通マスタープラン・総合交通戦略、

那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市地域公共交通総合連携計画（基幹バス）などの広域交通計

画や市内の現状等を踏まえ、浦添市全域を対象とした浦添市交通基本計画を策定している。 

 

 

図 3-2 浦添市公共交通ネットワーク 
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② 浦添市総合交通戦略（平成 25 年 2月） 

H18ＰＴに基づき策定された沖縄本島中南部都市圏都市交通マスタープラン・総合交通戦略、

那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市地域公共交通総合連携計画（基幹バス）などの広域交通計

画や、浦添市交通基本計画を踏まえ、浦添市全域を対象とした浦添市総合交通戦略を策定し、

重点施策パッケージとして整理している。 

 

 

図 3-3 重点施策パッケージ展開箇所 
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③ 浦添市の交通政策の検討状況 

浦添市では、市全体の将来まちづくりを交通の分野で支える「浦添市交通基本計画」を策定

し、さらに、「浦添市交通基本計画」を着実に進めるため「浦添市総合交通戦略」を策定して

いる。 

「浦添市総合交通戦略」では、大きく 4 つの施策があげられており、現在、各施策について取

り組んでいる。 

 
 

第四次浦添市総合計画 

（浦添市全体の将来のまちづくりの方針） 

浦添市交通基本計画 

（浦添市全体の将来のまちづくり実現を交通の分野で支える将来計画）

その他の分野の将来計画 

目標例【環境】 

・公共交通利用率を 10%まで増加させること （H18 時点 3.6%） 

・自動車利用率を 60%まで削減すること （H18 時点 70.3%） 

目標（平成 42 年） 

浦添市総合交通戦略 

（将来計画の実現に向けて、５～１０年で取り組む施策） 

目標例【環境】 

 ・公共交通利用率を 8.1%まで増加させること  

 ・自動車利用率を 62.4%まで削減すること 

目標（平成 35 年） 

各種施策の検討・実施 

（公共交通・自転車・モビリティマネジメント 等） 
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3-4 浦添市内における大型開発計画 

① 那覇港浦添ふ頭地区第一ステージ都市機能用地事業 

浦添市では、西海岸開発第一ステージ地区において、既存の沖縄観光にはない新たな付加価

値をもつ、にぎわいとゆとりのある質の高い観光型商業交流地区の形成を目指している。 

施設は、県内最大規模の商業施設として、地元生活者や国内外観光客に向けた交流拠点とし

て H31 年に開業予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 大型商業施設計画 

 

② てだこ浦西駅周辺土地区画整理事業 

モノレール延長事業の第 4 駅であるてだこ浦西駅周辺では、約 20ha の区画整理事業が進めら

れている。 

 

図 3-5 てだこ浦西駅周辺計画 

 

参考：浦添市 HP、サンエーHP 

参考：沖縄都市モノレールパンフレット 
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3-5 浦添市内におけるまちづくりの取組 

① まちゼミ 

平成 29 年度より第 1 回得する街のゼミナールとして、浦添市内に点在する様々なお店のプロ

の知識や技を体験できる、少人数のミニ講座を開始している。 

 

 

 
図 3-6 浦添市商業施設の取組 

参考：浦添市商工会議所 
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 ②
 
観
光

・
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ベ
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ト
の
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組
 

【
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光
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。
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第4章 公共交通空白地域等の整理 

4-1 浦添市の現状 

4-1-1 浦添市の人口推移 

浦添市の人口は、平成 28 年時点において 113,143 人となっており、人口総数について、平成

25 年度まで増加傾向にあったが、近年では横ばい傾向となっている。 

浦添市の人口を年齢別にみると、15 歳未満、15～65 未満が減少傾向、65 歳以上が増加傾向

にあり、高齢化の傾向が伺える。 

 

 

 

図 4-1 浦添市の人口推移 

出典：国勢調査（S45～H2）、住民基本台帳（H6～H29） 
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4-1-2 人口の分布 

浦添市の人口は主に、国道 58 号から国道 330 号間の地域、経塚地域周辺及び当山地域周辺に

人口が集中している。 

現在は、経塚地域周辺では区画整理が進められており、さらに、モノレール最終駅であるて

だこ浦西駅周辺においても区画整理が予定されている。今後、モノレール延長整備と合わせて、

当該周辺地域の人口が更に増加することが考えられる。 

 

 
図 4-2 浦添市の人口分布 

出典：国勢調査(H27) 
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4-1-3 人口の推移、増加率 

人口増加率を地域別でみると、経塚地域周辺においては、区画整理が進んでおり 30％以上の

人口が増加している。今後も当地域においては、モノレール延長区間の開業や区画整理の進捗

に伴いさらなる増加が想定される。 

なお、前田地域周辺においては 20％程度の人口減少がみられ、その要因については、公務員

宿舎の売却と想定される。 

 

 

 

図 4-3 浦添市の地域別人口推移、増加率 

出典：国勢調査(H27) 
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4-1-4 地域別の高齢者割合 

高齢者(65 歳以上)割合を地域別でみると、高齢者の割合が高い地域が市内全域に点在してい

る。割合で最も高い牧港 3 丁目では 30％以上を示し、牧港 5丁目、西原 3 丁目、仲間 3 丁目、

安波茶 1丁目、城間 1丁目及び屋富祖 4丁目において高齢化が 25～30％を示している。 

 

 
図 4-4 浦添市の地域別高齢者割合 

出典：国勢調査(H27) 
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4-1-5 市内高等学校の分布、送迎交通 

浦添市内の高等学校の分布は下図の通りとなっている。各学校の生徒の半数以上が自家用車

による送迎を経験している。 

 

 
図 4-5 浦添市内高等学校分布及び送迎交通 

 

 

図 4-6 浦添市内高等学校の送迎交通の割合 

出典：沖縄県公共交通活性化推進協議会学校調査結果（H23） 
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4-1-6 就業人口の分布 

浦添市内における就業人口の分布は、牧港地域周辺、経塚地域周辺、勢理客地域周辺及び西

洲地域周辺等に集中していることが伺える。 

また、浦添市では、那覇港浦添ふ頭地区第一ステージに県内最大級の大型商業施設が H31 年

に開業が予定され、さらに、モノレール最終駅であるてだこ浦西駅においてもまちづくり計画

が進められており、就業者のさらなる増加が考えられる。 

 

 

図 4-7 浦添市内の就業人口分布 

出典：経済センサス(H26) 
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4-2 移動特性 

4-2-1 ゾーン別移動ニーズ 

浦添市内外のゾーン別ニーズをみると、市内を移動するトリップは、15.2 万トリップ/日（全

体の 30%）となっており、その中の 58％が自家用車を利用したトリップとなっている。 

市内外のトリップでは、那覇市へ 11.0 万トリップ/日（全体の 22％）で最も多く、次いで宜

野湾市が 3.9 万トリップ/日（全体の 8％）となっている。 

全ての 1日あたりのトリップをみると自家用車分担率が 75％以上と大きくしめている。 

 

 

 

図 4-8 ゾーン別トリップ 

出典：沖縄本島中南部都市圏 PT 調査（沖縄県 H18） 
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4-2-2 交通分担率 

(1) 公共交通（バス+鉄道）分担率 

公共交通（バス＋鉄道）の分担率は、2005 年は 4.5％、2010 年は 5.5％、2015 年で 4.9％と

なり、全国、三大都市圏、地方都市圏と比べ、公共交通分担率が低い値を示している。 

 

図 4-9 公共交通分担率の変化 

(2) 公共交通（バス＋鉄道）の分担率（平日）と人口密度の関係 

公共交通（バス＋鉄道）の分担率と、人口密度の関係をみると、人口密度が高い都市では、

分担率が高い傾向にあるにも関わらず、浦添市は、同程度の人口密度の都市と比べると、公共

交通の分担率は低い値を示している。 
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図 4-10 分担率と人口密度の関係 

出典：全国 PT（H17,H22,H27） 
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4-3 バス利用の現状 

4-3-1 路線バスの乗車人員の推移 

沖縄県内のバス利用者は、昭和 60年頃と比較すると約 3分の 1に大幅に減少している。近年

において 10 年以内では、バス利用者は横ばいに推移しているものの、バス利用促進が課題と

なっている。 

しかし、バスの走行距離及びバス車両台数は昭和 60 年頃から大幅な減少はみられない。 

 

 

 
図 4-11 路線バスの利用推移 
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4-3-2 浦添市内バス路線及びバス停箇所 

浦添市内を通過する路線バスルート及び各バス停箇所を示した図を以下に示す。 

市内を縦断するバス路線は、国道 58 号、国道 330 号、那覇宜野湾線、宜野湾南風原線の 4 路

線となっている。 

浦添市内のバス路線ネットワークは東西方向の移動は脆弱であり、浦添市を横断する路線は、

浦添西原線に限定されている。加えて、その横断軸も直通で運行する系統は存在しないため、

利便性が高いとは言いにくい状況となっている。 

 

 

図 4-12 バス路線及びバス停箇所 
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4-3-3 バス停別の乗降者人数 

浦添市内の路線バス利用状況をみると、国道 58号及び国道 330 号のバス停利用者数が多い状

況となっている。 

他の路線をみると、縦断方向の幹線道路以外の市内バス停では、利用者の少ない傾向がみら

れる。 

 

 

 

図 4-13 バス停利用状況 

出典：平成 25年度バス OD調査（沖縄県） 
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4-3-4 バス利用者の目的、利用場所 

(1) バスの利用目的 

沖縄本島内の各市におけるバス利用者の目的構成を下図に示す。 

浦添市のバス利用者は約４割が通勤、３割が通学、１割が仕事・業務目的であり、通院や娯

楽・飲食・観光などの私事目的は約 15％となっている。 

他自治体と比較すると、通勤目的での利用が那覇市に次いで高くなっている。 
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図 4-14 路線バス利用の目的 

出典：平成 25年度バス OD調査（沖縄県） 



4-13 

 

(2) 移動目的地 

沖縄本島内の各市におけるバス利用者の移動目的地を下図に示す。 

各市の市内から市内（内々移動）、市内から市外（内外移動）への移動の割合をみると、浦添

市では約 3 割が内々移動、残り約 7 割が内外移動となっている。 

他市と比較すると、浦添市内では内外移動の割合が高い傾向となっている。 
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図 4-15 路線バス利用の目的地 

出典：平成 25年度バス OD調査（沖縄県） 
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4-3-5 バス路線と移動ニーズ 

浦添市内の発着移動でみると、発生集中量の多い港川を含むゾーンを中心に隣接ゾーン間の

移動が 5,000 トリップ以上と多い傾向を示している。 

また、国道 58 号と国道 330 号に挟まれた地域では、南北方向のトリップが特に多く、国道

330 号より東側の地域では東西に横断するようなトリップが多い。 

 

 

 

 

 

図 4-16 浦添市内の移動ニーズ 

【ゾーン別地域名】 

ゾーン①：牧港 1～5    ゾーン②：西原 1～6    ゾーン③：キャンプキンザー 

ゾーン④：伊奈武瀬、西洲 1～2、勢理客 1～4、仲西 1～2 

ゾーン⑤：城間 4、港川 1～2、伊祖 1～4    ゾーン⑥：屋冨祖 1～3、城間 1～3、大平 1 

ゾーン⑦：宮城 1～6    ゾーン⑧：内間 1～4    ゾーン⑨：前田、前田 1～3、仲間 1～2 

ゾーン⑩：経塚、沢岻、沢岻 1～2、大平、大平 1 
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4-3-6 公共交通空白地域 

浦添市内を通過する路線バスは、国道 58 号及び国道 330 号の本数が 6 便/時以上、パイプラ

インにおいては、古島から大平交差点間を 2～5便/時運行している。また、浦添市を横断する

路線バスは 2 本/時未満の運行となり、横断方向のバス路線の脆弱性が伺える。 

なお、幹線道路の国道、県道及び一部の市道においては、路線バスの通過ルートとなってい

るが、幹線道路外の地域においては、バスの通過しない公共交通空白地域となっている。 

 

 

 
図 4-17 浦添市内公共交通空白地域 

 

 

 
 

【公共交通空白地域：バス停から 200m 以遠】 

一般的に高齢者が抵抗なく歩ける距離は 100m とされており、途中で休憩することで更に 100m 歩ける

とされている。よって、公共交通空白地域をバス停から 200m 以上離れた地域として抽出。 

浦添市の米軍基地を除く、浦添市総面積の約 50.7％が公共交通空白地域に該当する。 
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4-4 モノレール利用の実態 

4-4-1 モノレール利用者の推移 

那覇空港駅～首里駅をつなぐモノレール（通称：ゆいレール）は H15 年 8 月の開業以降、順

調な利用が続いており、H28 年度は一日あたり約 4.7 万人が利用している。 

また、H26 年 10 月にはＩＣカード乗車券の利用が開始され（H27 年から路線バスでの利用も

開始）、現在は、モノレール延長事業が進められ H31 年に開業を予定している。 

 

 
図 4-18 既存モノレール駅位置 
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図 4-19 モノレール乗車数経年変化 

出典：沖縄県 HP（沖縄都市モノレール利用者数） 
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4-4-2 浦添市民のモノレール利用特性 

(1) 浦添市民の駅間 OD 

浦添市民のモノレール既存駅の利用状況を見ると、最も利用の多い駅は古島駅となっており、

古島駅から牧志駅以南への移動に主に利用されている。 
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図 4-20 駅間 OD 

 

出典：平成 21年度沖縄都市モノレール利用 OD調査結果より作成 

 

平成 21 年度 平日 1 日の浦添市民（709 人）の駅間 OD
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(2) 浦添市民の駅までの移動手段 

浦添市民の自宅からモノレール駅までの移動手段は、徒歩が最も多く 31.0％となっているが、

24.3％はバスを利用している。 

 

 

図 4-21 自宅から駅までの移動手段 

 

(3) 浦添市民の駅からの移動手段 

浦添市民の到着駅から目的地までの移動手段は、徒歩が最も多く 73.8%となり、次にバスが

5.9%となっている。 

 

 
図 4-22 到着駅から目的地までの移動手段 
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4-5 観光客の実態 

4-5-1 沖縄県全体の入域観光客の推移及び移動手段 

(1) 観光客数及びレンタカー台数 

近年、沖縄県への観光客が大幅に増加している中、沖縄本島内のレンタカー台数も同様に増

加傾向にある。 

 

図 4-23 観光客数及びレンタカー保有台数 

 

(2) 観光客の移動手段 

沖縄県内での観光において、観光客が利用する移動手段はレンタカーが全体の約 6 割を占め

ている。路線バス及びモノレールの公共交通の利用についても増加傾向にあるが、全体の 4 割

以下となっている。 

 

 

図 4-24 移動手段割合 

 

出典：運輸要覧、入域観光客統計概要 
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(3) 沖縄へのクルーズ船の寄港回数の推移 

近年、沖縄県へのクルーズ船の寄港回数が大幅に増加している。 

2016 年では、那覇に 193 回、石垣 95 回、平良に 86 回寄港しており、本 3 港への寄港回数は、

全国のクルーズ船寄港回数で 10 位以内となっている。 

 

 

図 4-25 クルーズ船寄港推移 

 

※2017 年 1 月 5 日時点。天候などにより変更の可能性がある。 

※港湾管理者（沖縄県、那覇港管理組合、石垣市、宮古島市）からのヒアリングに基づき沖縄総合事務局が作成 

参考：沖縄次世代都市交通システム検討会資料（沖縄総合事務局） 
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第5章 コミュニティバス運行ルート（案）の検討 

5-1 支線公共交通導入の基本的考え方 

浦添市内における現状の課題から、支線公共交通導入の基本的考え方を下図に示す。 

なお、ルート設定にあたっては、下図に示す基本的考え方に留意した。 

 

 

 
図 5-1 支線公共交通導入の基本的考え方 
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5-2 ルート設定の考え方及びルート案 

5-2-1 ルート設定の考え方 

(1) ルート設定対象域 

前述に示した基本方針、下図に示す空白地域及び不便地域を考慮し、6 ルート（国道 58 号沿

線域、モノレール沿線域）の選定を行う。 

 

 

図 5-2 ルート設置地域 
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(2) ルート設定の流れ 

本業務においては、前述に示した 2 沿線域から各 3 ルートを検証し、推奨の 2 ルートを決定

する。推奨ルートについては、次年度に詳細な検討を行い実証実験の運行ルートの決定を行う。 

 

 

 
 

図 5-3 ルート設定の流れ 
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5-2-2 6 ルート案の設定 
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5-3 コミュニティバス潜在需要規模推計 

前述で設定した各ルートにおけるバス利用の潜在需要の算出方法について以下に示す。 

5-3-1 需要予測の考え方 

平成 22 年度実証実験時の需要予測は、実証実験実測値と概ね 2/3 程度乖離していた。 

そこで、今回の需要予測においてはベースとなるデータは H18PT として、①市内移動需要、

②モノレールと連携した需要として潜在需要規模を算定した。 

 

 
 

 

 過年度の需要予測及び実測値 
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平成 22 年度の予測が過大となった要因として、①バス利用率（平成 18 年度沖縄県都市計画

モノレール課調査）と、②潜在需要の考え方に乖離があったのではないかと考えられる。 

このため、バス利用率及び潜在需要の算出方法について以下のように見直すことを検討し、

過年度実証実験の実績値も考慮して、ルート案の需要を予測した。 

 

 

 

 

■浦添市内々移動のバス利用率
浦添市内々トリップ数 (a) 146,462 トリップ
H17.9.30人口 107,497 人

H27.9.30人口 114,037 人
H27/H17 (b) 106%
浦添市内々トリップ数（人口による補正後） (c)=(a)×(b) 155,373 トリップ
浦添市内々バストリップ数　※58バス停のトリップ除く (d) 1,274 トリップ
バス利用率 (d)／(c)　 0.82%
参考：前回調査のバス利用率 - 1.11%

■浦添市⇔モノレール沿線移動のバス利用率
浦添市⇔モノレール沿線トリップ数 (a) 80,360 トリップ
H17.9.30人口 107,497 人

H27.9.30人口 114,037 人
H27/H17 (b) 106%
浦添市⇔モノレール沿線トリップ数（人口による補正後） (c)=(a)×(b) 85,249 トリップ

浦添市⇔モノレール沿線バストリップ数　※58バス停のトリップ除く (d) 3,030 トリップ
バス利用率 (d)／(c)　 3.55%
参考：前回調査のバス利用率 - 1.11%  
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5-3-2 需要予測結果 

前述の需要予測の考え方より、各ルートの需要を算出した。 

結果を以下に示す。 

 

 
 

 

 

 

 



5-14 

 

 
 

 



5-15 

 

 
 

 



5-16 

 

 

 



5-17 

5-4 ルート案別運行コストの試算 

各ルート案において、1 時間あたりの運行本数を H22 実証実験のコスト削減案の本数とし、1

年あたりの運行コストを試算した。 

試算の結果、各ルート案において運行コストが運賃収入を上回ることが確認出来た。実証実

験においては、利用状況等を確認し、コスト縮減や利用促進策等の検討が必要と考えられる。 
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5-5 ルート案の比較 

国道 58 号沿線域及びモノレール沿線域の各 3 ルートから、推奨案を各 1 ルート決定する。 

 

 基本的考えに基づき、各項目に対しての評価指標を設定 

 評価指標結果を踏まえ、◎〇△の３段階で項目の評価 

 ルート案全体の評価については、下図の優先度の重みづけを行い総合評価を行う 
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 各ルート案において◎、○、△を用いて項目別に評価 

 項目別評価においては、優先度の順位ごとに重み付けを用いて評価 
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5-6 コミュニティバス停留所配置案の検討 

前述におけるバスルートの推奨 2 案について、バス停配置の検討を行った。 

バス停配置においては、本業務において実施したアンケート結果及び高齢者の歩行距離

（200m）を考慮し検討を行った。なお、バス停配置検討においては、以下の条件も含め検討を

行っている。 

 道路条件 

 周辺交通への影響 

 公共施設等へのアクセス性 

 公共交通との連携      等 

 

前回の実験において、バス利用者の約 60%が自宅から 5 分未満（約 300m 未満）のバス停を

利用している。 

 

 

今回のアンケート調査より、「自宅からバス停までの利用しやすいと思う距離について」の問

に対して、自宅からバス停まで短い距離を望む意見が多く、200m 未満は 53.2%、300m 未満は

76.1%となった。 
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5-6-1 バス停配置計画 

(1) ルート１のバス停配置（案） 

推奨ルート１について、公共・商業施設、現地状況及びバス停間隔等を考慮し、バス停の配

置計画の検討を行った。 

バス停の配置箇所は下図に示す 33 箇所となり、バス停間隔は平均 303m となっている。 

また、バス停配置においては路線バスとの連携等を考慮し、既存バス停と合わせた配置箇所

も 17 箇所としている。 

 

図 5-4 バス停配置案（ルート 1）
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表 5-1 バス停名（仮称）及びバス停間距離 

 バス停（仮称） 
バス停間隔 

（ｍ） 

累計距離 

（ｍ） 
備考 

1 西原入口 － － 既存バス停活用 

2 前田名川原 450 450 既存バス停活用 

3 前田 400 850 既存バス停活用 

4 前田駅前 250 1,100 既存バス停活用 

5 浦添小学校前 350 1,450 既存バス停活用 

6 仲間 450 1,900 既存バス停活用 

7 カルチャーパーク 500 2,400  

8 運動公園通り陸橋 250 2,650  

9 沖縄統合医療学院前 300 2,950  

10 コザ信金伊祖店 400 3,350  

11 マックスバリュー伊祖店 200 3,550  

12 城間 2 丁目 400 3,950 既存バス停活用 

13 屋富祖入口 400 4,350 既存バス停活用 

14 大平特別支援学校前 450 4,800 既存バス停活用 

15 宮城公園南 300 5,100  

16 宮城 2 丁目 200 5,300  

17 宮城公民館北 250 5,550  

18 浦添宮城郵便局 200 5,750  

19 小湾川殿下橋 300 6,050  

20 ふくざと歯科医院 200 6,250  

21 税務署通り 200 6,450  

22 内間保育所 300 6,750  

23 メロディー保育園 200 6,950  

24 内間西公園北 350 7,300  

25 タチカワブラインド前 500 7,800 既存バス停活用 

26 喜屋武内科呼吸器科 250 8,050  

27 那覇国際高校前 300 8,350 既存バス停活用 

28 おもろまち 3丁目 250 8,600 既存バス停活用 

29 合同庁舎前 250 8,850 既存バス停活用 

30 県立博物館前 150 9,000 既存バス停活用 

31 サンエー那覇メインプレイス 300 9,300 既存バス停活用 

32 那覇メインプレイス東口 200 9,500 既存バス停活用 

33 おもろまち駅前広場 500 10,000 既存バス停活用 

  Ave：303  既存バス停：17 箇所 
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【名称（仮称）】１ 西原入口   【設置位置図】 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

モノレール浦西駅 

 

 

 

【現 状 写 真】  

  

 

【名称（仮称）】２ 前田名川原   【設置位置図】[450m] 

【概       要】 

既存のバス停 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

ちねん眼科 

浦添市消防本部 

【現 状 写 真】 

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】３ 前田    【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

既存のバス停 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

城間クリニック 

【現 状 写 真】      

 

 

【名称（仮称）】4 前田駅前    【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

既存のバス停 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

浦添警察署 

モノレール前田駅 

【現 状 写 真】 

   

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】5 浦添小学校前    【設置位置図】[350m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

ユニオン仲間店 

浦添郵便局 

 

【現 状 写 真】      

   
 

【名称（仮称）】6 仲間     【設置位置図】[450m] 

【概       要】 

既存のバス停とその付近 

【周 辺 施 設】 

安波茶自治会館 

仲間自治会館 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】7 カルチャーパーク  【設置位置図】[500m] 

【概       要】 

浦添運動公園、てだこホール、浦添市美術館 

カルチャーパーク等への最寄り停留所 

【周 辺 施 設】 

浦添陸上競技場・市民体育館・まじゅんランド 

てだこホール・浦添市美術館・浦添市立図書館 

 

【現 状 写 真】 

   
 

【名称（仮称）】８ 運動公園通り陸橋   【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

国道 330 号 

にある既存「浅野浦」バス停との連絡に配慮 

【周 辺 施 設】 

 

【現 状 写 真】      

 

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】9 沖縄統合医療学院前    【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

名嘉村クリニック 

沖縄統合医療学院 

美咲保育園 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】10 コザ信金伊祖店   【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

コザ信用金庫 

学園通り鍼灸整骨院 

仲西内科医院 

浦添商業高校 

【現 状 写 真】      

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】11 マックスバリュー伊祖店    【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

地域内で比較的大きな商業施設へのアクセスの利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

マックスバリュー伊祖店 

我如古そば 

TSUTAYA 伊祖店 

【現 状 写 真】      

 

 

【名称（仮称）】12 城間 2 丁目    【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

くばがわ小児歯科 

浦添セレブクリニック胃腸科内科 

【現 状 写 真】      

   
 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】13 屋富祖入り口   【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

屋富祖大通り（飲食店街） 

城間歯科医院 

あおい保育園 

 

 

【現 状 写 真】      

   

 

【名称（仮称）】14 大平特別支援学校前   【設置位置図】[450m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

大平特別支援学校 

屋富祖郵便局 

丸勝中央クリニック 

ホームセンタータバタ浦添店 

宮城公園 

【現 状 写 真】      

   

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】15 宮城公園南    【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

宮城公園 

ホームセンタータバタ浦添店 

大平りうぼう店 

【現 状 写 真】      

 
 

【名称（仮称）】16 宮城 2 丁目    【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

みやざと内科クリニック 

 

 

【現 状 写 真】      

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停



5-45 

 

【名称（仮称）】17 宮城公民館北    【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

宮城公民館 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】18 浦添宮城郵便局   【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

国道 58 号「仲西」バス停との連絡 

【周 辺 施 設】 

浦添宮城郵便局 

さくらんぼ保育園 

【現 状 写 真】      

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】19 小湾川殿下橋    【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

【現 状 写 真】      

 

 

【名称（仮称）】20 ふくざと歯科医院   【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

ふくざと歯科医院 

タウンプラザかねひで宮城店 

明星保育園 

【現 状 写 真】      

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】21 税務署通り    【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

サンエー宮城食品館 

 

 

【現 状 写 真】      

 

 

【名称（仮称）】22 内間保育所   【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

付近に保育所と医療施設があり一定の利用が見込まれる 

【周 辺 施 設】 

内間保育園 

かりまた内科医院 

【現 状 写 真】      

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】23 メロディー保育園   【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

メロディー保育園 

浦添高等学校 

【現 状 写 真】      

 

 

【名称（仮称）】24 内間西公園北    【設置位置図】[350m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

既存の「内間西公園」バス停との連絡も考慮 

【周 辺 施 設】 

内間西公園 

浦添高等学校 

【現 状 写 真】      

   
 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停



5-49 

 

【名称（仮称）】25 タチカワブラインド前   【設置位置図】[500m] 

【概       要】 

既存のバス停とその付近 

【周 辺 施 設】 

おもろ眼科 

みやび保育園 

 

【現 状 写 真】      

 

 

【名称（仮称）】26 喜屋武内科呼吸器科  【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

喜屋武内科呼吸器科 

ミント歯科 

 

【現 状 写 真】      

 
 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】27 那覇国際高校前   【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

那覇国際高校 

新都心公園 

 

【現 状 写 真】      

 
 

【名称（仮称）】28 おもろまち 3 丁目   【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

沖縄銀行新都心支店 

ベスト電器天久店 

天久りうぼう楽市店 

【現 状 写 真】      

   

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】29 合同庁舎前    【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

コープあっぷるタウン 

トイザらス 

沖縄総合事務局、沖縄労働局 

【現 状 写 真】      

   

 

【名称（仮称）】30 県立博物館前    【設置位置図】[150m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

県立博物館 

那覇新都心郵便局 

ヤマダ電機テックランド那覇本店 

【現 状 写 真】      

   

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】31 サンエー那覇メインプレイス  【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

サンエー那覇メインプレイス 

 

 

【現 状 写 真】      

   
 

【名称（仮称）】32 那覇メインプレイス東口  【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

サンエー那覇メインプレイス 

GEO 新都心店 

TSUTAYA 那覇新都心店 

【現 状 写 真】      

   

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停
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【名称（仮称）】33 おもろまち駅前広場   【設置位置図】[500m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

安里眼科おもろまち駅前 

おもろまち駅前歯科 

 

【現 状 写 真】      

 

 

○おもろまち向けバス停 ○浦西駅向けバス停 
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(2) ルート 4 のバス停配置（案） 

推奨ルート 4 について、公共・商業施設、現地状況及びバス停間隔等を考慮し、バス停の配

置計画の検討を行った。 

バス停の配置箇所は下図に示す 46 箇所となり、バス停間隔は平均 326m となっている。 

また、バス停配置においては路線バスとの連携等を考慮し、既存バス停と合わせた配置箇所

も 18 箇所としている。 

 

 

図 5-5 バス停配置案（ルート 4） 
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表 5-2 バス停名（仮称）及びバス停間距離 

 バス停（仮称） 
バス停間隔 

（ｍ） 

累計距離 

（ｍ） 
備考 

1 西原入口 － － 既存バス停活用 

2 前田名川原 450 450 既存バス停活用 

3 前田 400 850 既存バス停活用 

4 前田駅前 250 1,100 既存バス停活用 

5 (字)前田 300 1,400  

6 かねひで前田国際市場前 200 1,600  

7 経塚駅前 450 2,050  

8 沖縄療育園前 400 2,450 既存バス停活用 

9 経塚シティ入口 300 2,750 既存バス停活用 

10 経塚 400 3,150  

11 わらべ保育園前 350 3,500  

12 沢岻学童クラブ前 200 3,700  

13 昭和薬科附属前 650 4,350  

14 嶺井病院 450 4,800  

15 宮城 6 丁目 250 5,050  

16 大平りうぼう前 300 5,350  

17 大平 1 丁目 250 5,600  

18 安波茶 1 丁目 650 6,250  

19 浦添ニュータウン自治公民館前 200 6,450  

20 尚生堂前 200 6,650  

21 浦添市役所前 350 7,000 既存バス停活用 

22 安波茶 200 7,200 既存バス停活用 

23 仲間 300 7,500 既存バス停活用 

24 カルチャーパーク 500 8,000  

25 運動公園通り陸橋 250 8,250  

26 沖縄統合医療学院前 250 8,500  

27 浦添総合病院西口 350 8,850 既存バス停活用 

28 浦添大公園 550 9,400  

29 沖縄紙業前 400 9,800  

30 田中工業前 200 10,000  

31 浦添看護学校 350 10,350  

32 当山小学校 250 10,600  

33 当山 2 丁目 200 10,800  

34 総領事館前 400 11,200 既存バス停活用 
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35 広栄 250 11,450 既存バス停活用 

36 かねひで広栄店 400 11,850  

37 浦西 2 丁目 400 12,250  

38 浦西 3 丁目 500 12,750  

39 西原第一跨道橋前 250 13,000  

40 浦西団地東口 450 13,450 既存バス停活用 

41 浦西団地集会場前 200 13,650 既存バス停活用 

42 浦西団地西口 200 13,850 既存バス停活用 

43 浦西 300 14,150 既存バス停活用 

44 前田 3 丁目 250 14,400  

45 前田入口 300 14,700 既存バス停活用 

46 西原入口 300 15,000 既存バス停活用 

  Ave：326  既存バス停：18 箇所 

 



5-57 

 

【名称（仮称）】１ 西原入口    【設置位置図】 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

モノレール浦西駅 

 

 

 

【現 状 写 真】  

  

 

【名称（仮称）】２ 前田名川原    【設置位置図】[450m] 

【概       要】 

既存のバス停 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

ちねん眼科 

浦添市消防本部 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】３ 前田     【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

既存のバス停 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

城間クリニック 

【現 状 写 真】      

 

 

【名称（仮称）】4 前田駅前    【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

既存のバス停 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

浦添警察署 

モノレール前田駅 

【現 状 写 真】 

   

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】5 (字)前田    【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

 

 

【現 状 写 真】 

   

 

【名称（仮称）】6 かねひで前田国際市場前  【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

タウンプラザかねひで前田国際市場 

サザン歯科まえだ 

楠見耳鼻咽喉科 

ガルフスポーツクラブ前田 

【現 状 写 真】 

   

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】7 経塚駅前    【設置位置図】[450m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

道路整備中 

【周 辺 施 設】 

モノレール経塚駅 

経塚駅前医療モール 

【現 状 写 真】 

    

 

【名称（仮称）】8 沖縄療育園前    【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

既存のバス停  

【周 辺 施 設】 

平安病院 

沖縄療育園 

サンエー経塚シティ 

みやら歯科診療所 

あずま保育園 

【現 状 写 真】 

   
 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】9 経塚シティ入口   【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

サンエー経塚シティ 

メディカル K プラザ 

【現 状 写 真】 

   

 

【名称（仮称）】10 経塚     【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

サンエー大名食品館 

GEO 首里大名店 

おおな愛児動保育園 

メディカルモール経塚 

【現 状 写 真】 

   

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】11 わらべ保育園前   【設置位置図】[350m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

わらべ保育園 

沢岻げんき学童クラブ 

【現 状 写 真】 

 
 

【名称（仮称）】12 沢岻学童クラブ前   【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

沢岻学童クラブ 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】13 昭和薬科附属前   【設置位置図】[650m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

昭和薬科附属高校 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】14 嶺井病院    【設置位置図】[450m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

嶺井第一病院 

陽明高校 

 

【現 状 写 真】 

 
 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】15 宮城 6 丁目     【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

【現 状 写 真】 

 
 

【名称（仮称）】16 大平りうぼう前   【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

大平りうぼう店 

しみず胃腸内科 

稲嶺皮膚科 

ホームセンタータバタ浦添店 

小湾保育所 

【現 状 写 真】 

 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】17 大平 1 丁目    【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】18 安波茶 1 丁目    【設置位置図】[650m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】19 浦添ニュータウン自治公民館前  【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

浦添ニュータウン自治公民館 

パンダ保育園 

【現 状 写 真】 

 
 

【名称（仮称）】20 尚生堂前    【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】21 浦添市役所前    【設置位置図】[350m] 

【概       要】 

既存のバス停  

【周 辺 施 設】 

浦添市役所 

ライト歯科 

平和学園ベビーセンター 

平和学園 

【現 状 写 真】 

    

 

【名称（仮称）】22 安波茶    【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

既存のバス停  

【周 辺 施 設】 

JA おきなわ 

うらそえ整骨院 

琉球銀行安波茶支店 

【現 状 写 真】 

   

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】23 仲間     【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

既存のバス停とその付近 

【周 辺 施 設】 

安波茶自治会館 

仲間自治会館 

 

【現 状 写 真】 

 
 

 

【名称（仮称）】24 カルチャーパーク  【設置位置図】[500m] 

【概       要】 

浦添運動公園、てだこホール、浦添市美術館 

カルチャーパーク等への最寄り停留所 

【周 辺 施 設】 

浦添市陸上競技場・市民体育館・まじゅんランド 

てだこホール・浦添市美術館・浦添市立図書館 

 

【現 状 写 真】 

   
 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】25 運動公園通り陸橋   【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

国道 330 号にある既存「浅野浦」バス停との連絡に配慮 

【周 辺 施 設】 

 

【現 状 写 真】      

 

 

【名称（仮称）】26 沖縄統合医療学院前    【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

名嘉村クリニック 

沖縄統合医療学院 

美咲保育園 

【現 状 写 真】 

 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】27 浦添総合病院西口  【設置位置図】[350m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

浦添総合病院 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】28 浦添大公園    【設置位置図】[550m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

浦添大公園 

 

 

【現 状 写 真】 

   
 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】29 沖縄紙業前     【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

浦添大公園 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】30 田中工業前   【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】31 浦添看護学校    【設置位置図】[350m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

浦添看護学校 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】32 当山小学校     【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

当山小学校 

 

 

【現 状 写 真】 

 
 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】33 当山 2 丁目  【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

バークレーズコート 

 

 

【現 状 写 真】 

 
 

【名称（仮称）】34 総領事館前    【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

バークレーズコート 

在沖米国総領事館 

 

【現 状 写 真】 

   
 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】35 広栄     【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

浦添西原郵便局 

喜屋武内科クリニック 

 

【現 状 写 真】 

   

 

【名称（仮称）】36 かねひで広栄店   【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

タウンプラザかねひで広栄店 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】37 浦西 2 丁目    【設置位置図】[400m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】38 浦西 3 丁目    【設置位置図】[500m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】39 西原第一跨道橋前   【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】40 浦西団地東口    【設置位置図】[450m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】41 浦西団地集会場前   【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

にしばる保育園 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】42 浦西団地西口    【設置位置図】[200m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

ルンルン倶楽部ゴルフレンジ 

にしばる保育園 

 

【現 状 写 真】 

   

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】43 浦西     【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

既存のバス停 

【周 辺 施 設】 

JA おきなわ浦添市西原支店 

 

 

【現 状 写 真】 

 
 

【名称（仮称）】44 前田 3 丁目    【設置位置図】[250m] 

【概       要】 

周辺住宅地の利便性向上を図る 

【周 辺 施 設】 

ルンルン倶楽部ゴルフレンジ 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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【名称（仮称）】45 前田入口   【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

既存のバス停とその付近 

【周 辺 施 設】 

ぐしけん小児科 

みゆき小児科 

サンレーグランドホール中央紫雲閣 

【現 状 写 真】 

 

 

【名称（仮称）】46 西原入口   【設置位置図】[300m] 

【概       要】 

既存のバス停とその付近 

【周 辺 施 設】 

 

 

【現 状 写 真】 

 

 

○時計回り ○反時計回り

○時計回り ○反時計回り
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5-6-2 バスルート所要時間 

支線公共交通の推奨ルート（2 ルート）の朝夕ピーク時及びオフピーク時におけるバス停間

の所要時間及び平均速度の確認を行った。 

所要時間等の確認においては、平日に推奨ルートを乗用車で走行し各バス停の通過時刻を記

録し、所要時間及び平均速度等を算出した。 

なお、本業務における所要時間の確認においては、バス停でのバス停車時間は考慮していな

いことに留意する必要がある。 

 

(1) 推奨ルートの所要時間及び平均速度 

① ルート 1 

ルート 1 における最小所要時間は、朝ピークのてだこ浦西駅向けで約 33 分（17.9km/h）とな

り、最大所要時間は夕ピークのてだこ浦西駅向けで約 50 分（11.8km/h）となった。 

 

表 5-3 方向別所要時間及び平均速度（ルート 1） 

方向  朝ピーク オフピーク 夕ピーク 

新都心向け 
所要時間 0:40:31 0:35:59 0:49:39

平均速度 14.8km/h 16.7 km/h 12.1 km/h

てだこ浦西駅 
向け 

所要時間 0:33:12 0:38:50 0:50:16

平均速度 17.9 km/h 15.3 km/h 11.8 km/h

 

② ルート 4 

ルート 4 における最小所要時間は、オフピークの時計回りで約 47 分（19.0km/h）となり、最

大所要時間は夕ピークの反時計回りで 74 分（12.2km/h）となった。 

 

表 5-4 方向別所要時間及び平均速度（ルート 4） 

方向  朝ピーク オフピーク 夕ピーク 

時計回り 
所要時間 0:53:15 0:47:17 0:57:10

平均速度 16.9 km/h 19.0 km/h 15.7 km/h

反時計回り 
所要時間 1:02:50 0:51:04 1:14:00

平均速度 14.3 km/h 17.6 km/h 12.2 km/h
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(2) 推奨ルートのバス停間所要時間及び平均速度 

各ルートの方向別バス停間所要時間及び平均速度を下表に示す。 

 

表 5-5 バス停間所要時間及び平均速度（ルート 1：新都心向け） 

朝 昼 夕方
バス停
間隔

前進
距離

朝 昼 夕方

1 西原入口 7:39:06 10:41:02 17:36:24 － － － － －

2 前田名川原 7:40:22 10:42:31 17:37:06 450 450 21.3 18.2 38.6

3 前田 7:43:23 10:43:21 17:38:15 400 850 8.0 28.8 20.9

4 前田駅前 7:44:44 10:43:54 17:39:15 250 1,100 11.1 27.3 15.0

5 浦添小学校前 7:46:15 10:44:47 17:40:04 350 1,450 13.8 23.8 25.7

6 仲間 7:47:25 10:46:15 17:42:52 450 1,900 23.1 18.4 9.6

7 カルチャーパーク 7:48:25 10:47:15 17:43:46 500 2,400 30.0 30.0 33.3

8 運動公園通り陸橋 7:48:46 10:47:35 17:44:11 250 2,650 42.9 45.0 36.0

9 沖縄統合医療学院前 7:50:14 10:48:04 17:48:31 300 2,950 12.3 37.2 4.2

10 コザ信用金庫 7:51:17 10:50:33 17:50:19 400 3,350 22.9 9.7 13.3

11 マックスバリュー伊祖店 7:51:47 10:51:08 17:50:49 200 3,550 24.0 20.6 24.0

12 城間2丁目 7:53:15 10:52:21 17:51:55 400 3,950 16.4 19.7 21.8

13 屋富祖入口 7:56:50 10:54:25 17:55:58 400 4,350 6.7 11.6 5.9

14 大平特別支援学校 7:59:19 10:56:54 17:57:27 450 4,800 10.9 10.9 18.2

15 宮城公園南 8:01:06 10:58:18 17:58:37 300 5,100 10.1 12.9 15.4

16 宮城2丁目 8:01:27 10:58:38 17:59:05 200 5,300 34.3 36.0 25.7

17 宮城公民館北 8:01:55 10:59:26 18:00:10 250 5,550 32.1 18.8 13.8

18 浦添宮城郵便局 8:02:16 10:59:52 18:00:30 200 5,750 34.3 27.7 36.0

19 小湾川殿下橋 8:03:05 11:00:43 18:01:32 300 6,050 22.0 21.2 17.4

20 ふくざと歯科医院 8:03:33 11:01:53 18:02:01 200 6,250 25.7 10.3 24.8

21 税務署通り 8:04:01 11:02:15 18:02:22 200 6,450 25.7 32.7 34.3

22 内間保育所 8:05:18 11:03:36 18:04:36 300 6,750 14.0 13.3 8.1

23 メロディー保育園 8:05:42 11:03:58 18:04:59 200 6,950 30.0 32.7 31.3

24 内間西公園北 8:06:19 11:05:08 18:05:39 350 7,300 34.1 18.0 31.5

25 タチカワブラインド前 8:11:53 11:08:25 18:08:21 500 7,800 5.4 9.1 11.1

26 喜屋武内科呼吸器科 8:12:28 11:08:49 18:09:16 250 8,050 25.7 37.5 16.4

27 那覇国際高校前 8:13:41 11:09:57 18:10:55 300 8,350 14.8 15.9 10.9

28 おもろまち3丁目 8:14:19 11:10:26 18:11:28 250 8,600 23.7 31.0 27.3

29 合同庁舎前 8:16:27 11:12:10 18:14:20 250 8,850 7.0 8.7 5.2

30 県立博物館前 8:16:44 11:12:25 18:16:18 150 9,000 31.8 36.0 4.6

31 サンエー那覇メインプレイス 8:17:31 11:13:22 18:22:02 300 9,300 23.0 18.9 3.1

32 那覇メインプレイス東口 8:17:53 11:15:26 18:24:06 200 9,500 32.7 5.8 5.8

33 おもろまち駅前広場 8:19:37 11:17:01 18:26:03 500 10,000 17.3 18.9 15.4

0:40:31 0:35:59 0:49:39 10,000 14.8 16.7 12.1

＊赤字：バス停間速度が10km/h以下
青字：バス停間速度が15km/h以下

総計

バス停(仮)
バス停通過時刻 距離 [m] 速度[km/h]
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表 5-6 バス停間所要時間及び平均速度（ルート 1：てだこ浦西駅向け） 

朝 昼 夕方
バス停
間隔

前進
距離

朝 昼 夕方

33 おもろまち駅前広場 6:54:28 13:30:07 17:35:06 － － － － －

32 那覇メインプレイス東口 6:56:07 13:32:40 17:36:29 500 500 18.2 11.8 21.7

31 サンエー那覇メインプレイス 6:58:26 13:34:47 17:37:23 200 700 5.2 5.7 13.3

30 県立博物館前 6:59:18 13:35:18 17:37:56 300 1,000 20.8 34.8 32.7

29 合同庁舎前 6:59:30 13:35:41 17:41:12 150 1,150 45.0 23.5 2.8

28 おもろまち3丁目 6:59:56 13:38:28 17:43:49 250 1,400 34.6 5.4 5.7

27 那覇国際高校前 7:00:48 13:39:18 17:45:22 250 1,650 17.3 18.0 9.7

26 喜屋武内科呼吸器科 7:02:16 13:41:03 17:47:35 300 1,950 12.3 10.3 8.1

25 タチカワブラインド前 7:02:36 13:41:32 17:49:30 250 2,200 45.0 31.0 7.8

24 内間西公園北 7:05:58 13:43:30 17:53:20 500 2,700 8.9 15.3 7.8

23 メロディー保育園 7:06:54 13:44:17 17:54:44 350 3,050 22.5 26.8 15.0

22 内間保育所 7:07:13 13:45:05 17:55:41 200 3,250 37.9 15.0 12.6

21 税務署通り 7:08:32 13:46:31 17:57:48 300 3,550 13.7 12.6 8.5

20 ふくざと歯科医院 7:09:04 13:47:31 17:58:16 200 3,750 22.5 12.0 25.7

19 小湾川殿下橋 7:10:10 13:48:26 17:59:18 200 3,950 10.9 13.1 11.6

18 浦添宮城郵便局 7:11:03 13:49:14 18:00:18 300 4,250 20.4 22.5 18.0

17 宮城公民館北 7:11:23 13:49:37 18:00:59 200 4,450 36.0 31.3 17.6

16 宮城2丁目 7:12:28 13:50:34 18:02:10 250 4,700 13.8 15.8 12.7

15 宮城公園南 7:12:47 13:50:54 18:02:32 200 4,900 37.9 36.0 32.7

14 大平特別支援学校 7:13:38 13:53:23 18:04:49 300 5,200 21.2 7.2 7.9

13 屋富祖入口 7:15:34 13:54:23 18:06:21 450 5,650 14.0 27.0 17.6

12 城間2丁目 7:16:43 13:55:13 18:07:05 400 6,050 20.9 28.8 32.7

11 マックスバリュー伊祖店 7:18:30 13:56:48 18:09:34 400 6,450 13.5 15.2 9.7

10 コザ信用金庫 7:18:50 13:57:09 18:10:13 200 6,650 36.0 34.3 18.5

9 沖縄統合医療学院前 7:20:11 13:59:20 18:16:53 400 7,050 17.8 11.0 3.6

8 運動公園通り陸橋 7:20:41 13:59:48 18:17:31 300 7,350 36.0 38.6 28.4

7 カルチャーパーク 7:21:01 14:00:07 18:17:54 250 7,600 45.0 47.4 39.1

6 仲間 7:22:07 14:01:53 18:20:36 500 8,100 27.3 17.0 11.1

5 浦添小学校前 7:23:36 14:03:34 18:22:39 450 8,550 18.2 16.0 13.2

4 前田駅前 7:24:23 14:04:24 18:23:18 350 8,900 26.8 25.2 32.3

3 前田 7:25:24 14:04:50 18:23:47 250 9,150 14.8 34.6 31.0

2 前田名川原 7:26:29 14:05:32 18:24:25 400 9,550 22.2 34.3 37.9

1 西原入口 7:27:40 14:08:57 18:25:22 450 10,000 22.8 7.9 28.4

0:33:12 0:38:50 0:50:16 9,900 17.9 15.3 11.8

＊赤字：バス停間速度が10km/h以下
青字：バス停間速度が15km/h以下

速度[km/h]

総計

バス停(仮)
バス停通過時刻 距離 [m]
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表 5-7 バス停間所要時間及び平均速度（ルート 4：時計回り） 

朝 昼 夕方
バス停
間隔

前進
距離

朝 昼 夕方

1 西原入口 7:23:13 15:42:08 17:15:02 － － － － －

2 前田名川原 7:23:54 15:42:49 17:16:01 450 450 39.5 39.5 27.5

3 前田 7:25:00 15:43:48 17:17:41 400 850 21.8 24.4 14.4

4 前田駅前 7:26:43 15:44:36 17:18:17 250 1,100 8.7 18.7 25.0

5 (字)前田 7:27:21 15:45:10 17:18:53 300 1,400 28.4 31.8 30.0

6 かねひで前田国際市場前 7:27:48 15:45:35 17:19:20 200 1,600 26.7 28.8 26.7

7 経塚駅前 7:28:33 15:46:17 17:20:01 450 2,050 36.0 38.6 39.5

8 沖縄療育園 7:29:30 15:47:19 17:20:57 400 2,450 25.3 23.2 25.7

9 経塚シティ入口 7:30:30 15:48:59 17:22:08 300 2,750 18.0 10.8 15.2

10 経塚 7:32:43 15:52:52 17:26:14 400 3,150 10.8 6.2 5.9

11 わらべ保育園前 7:34:10 15:53:58 17:27:32 350 3,500 14.5 19.1 16.2

12 沢岻学童クラブ前 7:34:50 15:54:30 17:28:17 200 3,700 18.0 22.5 16.0

13 昭和薬科付属前 7:36:53 15:56:14 17:30:22 650 4,350 19.0 22.5 18.7

14 嶺井病院 7:37:45 15:57:27 17:31:27 450 4,800 31.2 22.2 24.9

15 宮城6丁目 7:38:14 15:57:51 17:31:55 250 5,050 31.0 37.5 32.1

16 大平りうぼう前 7:39:14 15:58:46 17:33:17 300 5,350 18.0 19.6 13.2

17 大平1丁目 7:41:33 15:59:40 17:34:11 250 5,600 6.5 16.7 16.7

18 安波茶一丁目 7:43:53 16:01:17 17:36:03 650 6,250 16.7 24.1 20.9

19 浦添ニュータウン自治公民館前 7:44:33 16:01:50 17:36:39 200 6,450 18.0 21.8 20.0

20 尚生堂前 7:45:30 16:02:23 17:37:15 200 6,650 12.6 21.8 20.0

21 浦添市役所前 7:48:25 16:03:49 17:42:12 350 7,000 7.2 14.7 4.2

22 安波茶一丁目 7:48:45 16:04:12 17:42:32 200 7,200 36.0 31.3 36.0

23 仲間 7:50:03 16:04:55 17:44:45 300 7,500 13.8 25.1 8.1

24 カルチャーパーク 7:51:49 16:05:53 17:45:45 500 8,000 17.0 31.0 30.0

25 運動公園通り陸橋 7:52:08 16:06:14 17:46:06 250 8,250 47.4 42.9 42.9

26 沖縄統合医療学院前 7:53:45 16:08:03 17:48:23 250 8,500 9.3 8.3 6.6

27 浦添総合病院西口 7:55:59 16:10:07 17:49:20 350 8,850 9.4 10.2 22.1

28 浦添大公園 7:57:58 16:11:45 17:53:16 550 9,400 16.6 20.2 8.4

29 沖縄紙業前 7:58:47 16:12:33 17:54:01 400 9,800 29.4 30.0 32.0

30 田中工業前 7:59:34 16:13:01 17:54:34 200 10,000 15.3 25.7 21.8

31 浦添看護学校 8:00:16 16:13:49 17:55:19 350 10,350 30.0 26.3 28.0

32 当山小学校 8:00:57 16:14:15 17:55:57 250 10,600 22.0 34.6 23.7

33 当山2丁目 8:01:34 16:14:53 17:56:30 200 10,800 19.5 18.9 21.8

34 総領事館前 8:02:54 16:17:07 17:59:01 400 11,200 18.0 10.7 9.5

35 広栄 8:03:45 16:19:05 18:01:08 250 11,450 17.6 7.6 7.1

36 かなひで広栄店 8:05:08 16:20:25 18:02:40 400 11,850 17.3 18.0 15.7

37 浦西2丁目 8:06:34 16:21:30 18:03:57 400 12,250 16.7 22.2 18.7

38 浦西3丁目 8:08:06 16:22:43 18:05:16 500 12,750 19.6 24.7 22.8

39 西原第一跨道橋前 8:09:23 16:23:46 18:06:18 250 13,000 11.7 14.3 14.5

40 浦西団地東口 8:10:17 16:24:39 18:07:14 450 13,450 30.0 30.6 28.9

41 浦西団地集会場前 8:10:39 16:25:01 18:07:38 200 13,650 32.7 32.7 30.0

42 浦西団地西口 8:11:00 16:25:23 18:08:00 200 13,850 34.3 32.7 32.7

43 浦西 8:11:35 16:26:03 18:08:36 300 14,150 30.9 27.0 30.0

44 前田3丁目 8:12:28 16:26:38 18:09:10 250 14,400 17.0 25.7 26.5

45 前田入口 8:14:49 16:28:28 18:10:43 300 14,700 7.7 9.8 11.6

46 西原入口 8:16:28 16:29:25 18:12:12 300 15,000 10.9 18.9 12.1

0:53:15 0:47:17 0:57:10 15,000 16.9 19.0 15.7

＊赤字：バス停間速度が10km/h以下
青字：バス停間速度が15km/h以下

総計

バス停(仮)
バス停通過時刻 距離 [m] 速度[km/h]
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表 5-8 バス停間所要時間及び平均速度（ルート 4：反時計回り） 

朝 昼 夕方
バス停
間隔

前進
距離

朝 昼 夕方

46 西原入口 7:21:26 14:15:44 17:18:37 － － － － －

45 前田入口 7:22:41 14:17:01 17:19:21 300 300 14.4 14.0 24.5

44 前田3丁目 7:23:19 14:17:52 17:20:50 300 600 28.4 21.2 12.1

43 浦西 7:24:14 14:19:06 17:21:33 250 850 16.4 12.2 20.9

42 浦西団地西口 7:24:48 14:19:41 17:22:07 300 1,150 31.8 30.9 31.8

41 浦西団地集会場前 7:25:12 14:20:05 17:22:31 200 1,350 30.0 30.0 30.0

40 浦西団地東口 7:25:33 14:20:27 17:22:54 200 1,550 34.3 32.7 31.3

39 西原第一跨道橋前 7:26:23 14:21:18 17:23:47 450 2,000 32.4 31.8 30.6

38 浦西3丁目 7:27:22 14:22:19 17:24:50 250 2,250 15.3 14.8 14.3

37 浦西2丁目 7:28:43 14:23:32 17:26:40 500 2,750 22.2 24.7 16.4

36 かねひで広栄店 7:29:44 14:24:37 17:28:01 400 3,150 23.6 22.2 17.8

35 広栄 7:35:33 14:26:34 17:31:00 400 3,550 4.1 12.3 8.0

34 総領事館前 7:35:57 14:26:54 17:32:51 250 3,800 37.5 45.0 8.1

33 当山2丁目 7:37:02 14:27:52 17:34:28 400 4,200 22.2 24.8 14.8

32 当山小学校 7:37:37 14:28:25 17:35:04 200 4,400 20.6 21.8 20.0

31 浦添看護学校 7:38:10 14:29:05 17:35:36 250 4,650 27.3 22.5 28.1

30 田中工業前 7:38:46 14:30:09 17:36:24 350 5,000 35.0 19.7 26.3

29 沖縄紙業前 7:39:14 14:31:05 17:36:55 200 5,200 25.7 12.9 23.2

28 浦添大公園 7:41:50 14:32:28 17:38:00 400 5,600 9.2 17.3 22.2

27 浦添総合病院西口 7:49:16 14:35:30 17:46:48 550 6,150 4.4 10.9 3.8

26 沖縄統合医療学院前 7:52:44 14:36:41 17:48:32 350 6,500 6.1 17.7 12.1

25 運動公園通り陸橋 7:53:14 14:37:11 17:49:10 250 6,750 30.0 30.0 23.7

24 カルチャーパーク 7:53:35 14:37:32 17:49:31 250 7,000 42.9 42.9 42.9

23 仲間 7:55:07 14:39:54 17:51:05 500 7,500 19.6 12.7 19.1

22 安波茶一丁目 7:56:46 14:43:46 17:52:49 300 7,800 10.9 4.7 10.4

21 浦添市役所前 7:57:15 14:44:48 17:56:40 200 8,000 24.8 11.6 3.1

20 尚生堂前 7:57:52 14:46:53 17:58:28 350 8,350 34.1 10.1 11.7

19 浦添ニュータウン自治公民館前 7:58:29 14:47:31 17:59:08 200 8,550 19.5 18.9 18.0

18 安波茶一丁目 7:59:00 14:47:58 17:59:38 200 8,750 23.2 26.7 24.0

17 大平1丁目 8:03:30 14:49:55 18:02:05 650 9,400 8.7 20.0 15.9

16 大平りうぼう前 8:04:05 14:50:43 18:04:48 250 9,650 25.7 18.7 5.5

15 宮城6丁目 8:04:58 14:51:40 18:06:27 300 9,950 20.4 18.9 10.9

14 嶺井病院 8:05:36 14:52:13 18:06:59 250 10,200 23.7 27.3 28.1

13 昭和薬科付属前 8:06:53 14:53:18 18:08:08 450 10,650 21.0 24.9 23.5

12 沢岻学童クラブ前 8:08:42 14:54:54 18:10:09 650 11,300 21.5 24.4 19.3

11 わらべ保育園前 8:09:14 14:55:27 18:11:08 200 11,500 22.5 21.8 12.2

10 経塚 8:11:44 14:56:46 18:12:27 350 11,850 8.4 15.9 15.9

9 経塚シティ入口 8:12:52 14:57:45 18:13:56 400 12,250 21.2 24.4 16.2

8 沖縄療育園 8:13:46 14:58:19 18:14:51 300 12,550 20.0 31.8 19.6

7 経塚駅前 8:14:57 14:59:20 18:17:09 400 12,950 20.3 23.6 10.4

6 かねひで前田国際市場前 8:15:42 15:00:01 18:20:25 450 13,400 36.0 39.5 8.3

5 (字)前田 8:16:52 15:00:19 18:22:07 200 13,600 10.3 40.0 7.1

4 前田駅前 8:21:55 15:03:29 18:26:43 300 13,900 3.6 5.7 3.9

3 前田 8:22:25 15:03:58 18:27:10 250 14,150 30.0 31.0 33.3

2 前田名川原 8:23:04 15:04:35 18:27:49 400 14,550 36.9 38.9 36.9

1 西原入口 8:24:16 15:06:48 18:32:37 450 15,000 22.5 12.2 5.6

1:02:50 0:51:04 1:14:00 15,000 14.3 17.6 12.2

＊赤字：バス停間速度が10km/h以下
青字：バス停間速度が15km/h以下

総計

バス停(仮)
バス停通過時刻 距離 [m] 速度[km/h]

 



5-85 

5-7 市内駐機場の検討 

支線公共交通の駐機場については、高架下（浦添西原線バイパス）、公共施設駐車場及び経塚

調理場跡地利用等を今後検討していくものとする。 

なお、駐機場の検討においては、運行ルート及びバスの転回等を考慮し決定するものとする。 

 

 

 

 

① てだこ浦西駅付近高架下 
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② 浦添前田駅賑わい交流ゾーン 

 

 
 

 

③ 経塚調理場跡地 

 

 

④ 集いの広場 
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5-8 関係機関ヒアリング 

コミュニティバス実証実験に向けて、関係機関へのヒアリングを実施した。 

ヒアリング先については、モノレール延長後に路線バスのルート見直しを検討しているバス

事業者（沖縄バス、那覇バス・琉球バス）、バス事業の認可を行っている沖縄総合事務局陸上

交通課、現在、コミュニティバス運行を実施している北谷町及び中城村へ実施した。 

なお、ヒアリング内容については、下表に示すものとする。 

 

表 5-9 ヒアリング内容 

関係機関 ヒアリング内容 

沖縄バス株式会社 

【出席者：大城次長、名嘉山課長（H29.1.25）】 

 モノレール延長後に、沖縄バスにおいてはモノレール延長区間周辺に

おいて路線バスのルート見直しを検討しており、首里方面から浦添前

田駅までの延長を考えている。当駅において路線バス（中型バス）の

転回が可能であれば、浦添前田駅の活用を考えている。 

 コミュニティバス実証実験の実施にあたっては、バス、運転手及び営

業所（駐機場）が必要となる。当会社において保有している小型バス

は読谷村において使用している。また、現在においてはバス運転手不

足が課題となっている。 

 駐機場については、バスの一時的な駐車が可能なスペース、また、そ

の近場にトイレが設置されていれば可能であるが、営業所では運行管

理者及び整備士の配置が必要となる。 

 

【出席者：親川常務取締役、大城次長、名嘉山課長（H30.2.7）】 

 コミュニティバスのルート（6 ルート）については、特に問題はない

と考えているが、一部のルートにおいては、既存路線バスのルートと

重なりが大きいことから、実証実験の実施に向けルートの詳細検討に

あたっては十分にバス事業者との調整が必要と考える。 

 

実証実験へ向けての支線公共交通の運行ルート（6 ルート案）を提示

し、ルート内容及び選定理由を説明後、6 ルートに対しての意見をヒ

アリング 

モノレール延長後の路線バスのルート見直し、実証実験における課

題及び駐機場（営業所含む）についてヒアリング 
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那覇バス株式会社 

株式会社琉球バス 

【出席者：大城次長、仲間係長（H30.1.11）】 

 モノレール延長後に琉球バスにおいては、てだこ浦西駅を中心に既存

路線バス及び高速バスのルート見直しを検討している。 

 また、旭橋付近のバスターミナルの供用後に全体的な見直しも考えて

いる。 

 コミュニティバス実証実験について、浦添市のカルチャーパーク内の

一部を駐機場として利用し、運転手の点呼、交替の際は豊崎営業所と

西原営業所へ戻っていた。 

 市内へ営業所を設ける場合は、乗務員の休憩所の設置、運行管理者及

び整備士の配置が最低でも必要となる。その他で給油、洗車施設も状

況により必要となる。 

 現在、当社では小型バス（ポンチョ）を 6 台保有しているが、2 台は

那覇市内で運行している。利用している小型バスは約 2,500 万円/台と

なる。 

 

【出席者：大城次長、仲間係長（H30.2.6）】 

 コミュニティバスのルート（6 ルート）については、特に問題はない

と考えているが、一部のルートにおいては、既存路線バスのルートと

重なりが大きいことから、実証実験の実施に向けルートの詳細検討に

あたっては十分にバス事業者との調整が必要と考える。 

 

沖縄総合事務局 

運輸部 陸上交通課

【出席者：西倉課長、山口課長補佐、山本監理第一係長】 

 営業所を設ける際は、休憩施設を配置し、運行管理者及び整備管理者

の配置が必要となるが、営業所の申請は事業者が行う必要がある。 

 車両の整備において、運行前の車両点検や簡易的な整備が可能な施

設、車両の洗車機や給油施設は設けなくても良い。 

 また、出張所の場合は、細かな規定はなく運行管理者を配置すること

で設置が可能。 

営業所を設ける際の規定等についてヒアリングを実施 

実証実験へ向けての支線公共交通の運行ルート（6 ルート案）を提示

し、ルート内容及び選定理由を説明後、6 ルートに対しての意見をヒ

アリング 

モノレール延長後の路線バスのルート見直し、実証実験における課

題及び駐機場（営業所）含むについてヒアリング 
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北谷町役場 

総務部 企画財政課

【出席者：勢理客係長、田中主任主事】 

 本町におけるコミュニティバスの利用は低い状況となっている。 

 コミュニティバスの周知には当町の広報誌を活用しているが、利用者

数は増加していない。今後、北谷高校を通過するルートへの見直し、

回数券の利用及び乗り継ぎ割引等を検討していく予定である。 

 現在、実証実験中に軽微な事故が 1 件発生している。運行に問題はな

く事後処理を行っている。 

 実証実験中に災害、またはバスが故障した場合においては、当町のバ

スを利用する計画となっている。 

 本町のコミュニティバスは、一括交付金を活用している。 

 現在使用している車両はリースとなり、リース代は 40 万円/月程度で

あり、5 年でリースアップ予定となっている。 

 バス停の作成については、バス協会より紹介された会社へ依頼した。

 

中城村役場 

企画課 企画調整係

【出席者：新屋敷係長】 

 本村のコミュニティバスの利用は低い傾向となっているが、通勤・通

学を考慮した朝便は黒字運行となっている。 

 バスの回数券も販売しており、一般料金（200 円）は回数券割引を実

施している。回数券は村役場、中城モール及び村内のコンビニで購入

が可能となる。 

 バス停の配置計画は、ひと字に一箇所として配置している。また、バ

ス停の作成については、村内の業者へ依頼し作成した。 

 

 

 

運行しているコミュニティバスの現状及び課題等についてヒアリン

グを実施 

運行しているコミュニティバスの現状及び課題等についてヒアリン

グを実施 
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第6章 コミュニティバス実証実験計画（素案）の検討 

6-1 実証実験へ向けての検討項目 

6-1-1 実施時期及び期間 

(1) 実施時期 

実証実験の実施時期については、現在、整備が進められているモノレール延長区間の開通時期

と合わせるものとする。現在、モノレール延長区間の開通時期は平成 31 年度早期に予定されて

いる。 

 

図 6-1 モノレール延長区間 

(2) 実施期間 

過去の実証実験結果、周知期間及び一般市民のライフスタイルの変更等を考慮し、実証実験期

間を 1 年程度想定する。利用者動向の見極め、利用者増を図っていく必要がある。 
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図 6-2 過年度実証実験利用者動向 
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6-1-2 バスルート及びバス停位置 

前章において、バスルート及びバス停位置について提案したが、今後、実証実験実施に向けて、

地域へのヒアリングを実施し、詳細なバスの運行ルート及びバス停位置を決定していく必要があ

る。 

 

 

図 6-3 バス運行ルート案（ルート 1） 

 

 

図 6-4 バス運行ルート案（ルート 4） 
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6-1-3 運賃設定 

アンケート結果では、市民が利用可能と考える運賃は 200 円台が最も多く 40.1％、200 円未満

は 25.2％を占める。運賃を 200 円とした場合、61.2％が利用可能と考えている。 

今後、実証実験に向けて運賃は 200 円を基本として検討していく。 

なお、運賃割引については一般路線バスと同等な割引率を検討していく。 

 

 

図 6-5 支線公共交通運賃意向 

 

表 6-1 実証実験に向けた運賃設定（案） 

 

 

表 6-2 過年度実証実験における運賃設定 
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6-1-4 サービス水準 

実証実験における支線公共交通の運行時間は、路線バス（5 時～23 時台）及びモノレール（5

時～23 時台）等との連携を考慮し、1時間あたりの運行本数を 2 本から 4 本で検討する。 

(1) 運行時間帯 

アンケート調査結果より、支線公共交通が利用出来る時間について、朝は 7 時台、夜は 10 時

の意向が最も多い。 

 

 

 

図 6-6 利用出来る時間帯の意向 

 

(2) 運行本数 

アンケート調査結果より、支線公共交通の 1時間あたりの運行本数として、4 本/h が最も多く

約 29.2%、次に 1時間に 3 本、2 本の順となっている。 

 

 

図 6-7  1 時間当たりの運行本数の意向 

88.7% 77.7%
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6-1-5 運行車両 

実証実験に使用する運行車両については、走行ルートの需要、ルート及び事業者との調整によ

り決定するものとする。 

なお、実証実験に使用する可能性のある車両を以下に示す。 
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6-1-6 その他項目 

実証実験に向けて、浦添市民への周知及び市民の利用促進を促す目的として、実証実験の周知

方法の検討を行うものとする。 

また、利用状況等の把握を目的とした調査・検討も合わせて行う必要がある。 

 

表 6-3 今後の周知及び調査の検討項目 

 項目 検討内容 

実
証
実
験
告
知
の
検
討 

モノレール 

との連携

 ポスター、チラシ等の掲示 

 企画、イベント 

広報誌 
 浦添市の発行する広報誌において事前告知や特集などの掲載検討 

 関連する公共団体等の発行する広報誌への告知掲載の検討 

ＷＥＢ 

 浦添市ホームページ内において事前告知や専用ページの開設を検討 

 携帯電話向けサイトを開設し時刻表等の告知の検討（ＱＲコード等によ

る紙媒体とのメディア連携を含む） 

 関連団体の運営するＷＥＢサイトからのリンク設定の調整等を検討 

新聞  新聞告知（広告）の検討 

テレビ・ラジオ  わった～バス党との連携を検討 

その他 

 効果を高めるため車両告知デザイン（側面ステッカー等）やチラシ類、

ＷＥＢ、バス停等にトータルデザインの導入の検討 

 商業施設等が実施するチラシ広告等への掲載･ポスター掲出等の検討 

 大型集合住宅や周辺駐車場等へのチラシ配布･ポスター掲出等の検討 

利
用
促
進
に
関
す
る
調
査
・
検
討 

利用者数調査  コミュニティバス実証実験期間中に乗車した利用者数の調査を検討 

利用者ＯＤ調査 

 利用頻度の多いバス停や乗車区間などを詳細に把握し、運行ルートの見

直しや検討時の基礎資料とすることを目的に利用者ＯＤ（乗車バス停、

降車バス停）の調査について検討 

利用者 

アンケート調査 

 利用者の個人属性（性別・年齢・居住地）や利用目的、運行前に利用し

ていた交通手段、バス利用満足度、改善要望などについて把握するため

にアンケート調査の検討 

沿線居住者 

アンケート調査 

 沿線住民に対して新たにバスが通過する事によって得られたメリット

や問題点（安全性）等を把握するために沿線居住者アンケート調査の検

討 
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6-1-7 実証実験における費用の試算 

実証実験に向けて、推奨ルート（2 ルート）に係る費用の試算を行う。 

(1) 走行キロ当たりの原価 

平成 28 年度乗合バス事業の収支状況（国土交通省資料）を参考に、沖縄ブロックの乗合バス

の実車走行キロ当たり原価を試算した結果、本検討の費用試算においては下表に示す 235.1186

円/キロとして計算するものとする。 

 

表 6-4 実車走行キロ当たりの原価 

費目 実績 単位 備考 

人件費 122.62 

円 

燃料油脂費 32.84 

車両修繕費 19.54 

車両償却 15.15 

利子 2 

諸経費 29.66 

適正利潤 13.31 経費(221.81)の 6% 

計 235.1186 実車走行キロ当たり原価 

 

(2) ルート 1：運行コストの試算 

① 費用試算の条件 

ルート 1の運行コスト試算に係る前提条件は以下の通りとする。 

 

表 6-5 運行コスト試算条件 

項目 値 単位 備考 

実施期間 365 日 平日：245 日、土日祝：120 日 

仮設バス停 50 箇所 ルート 1（10.0km）/0.2km 

1 周所要時間 40 分 路線バスの表定速度（15km/h） 
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② ルート 1の運行コスト試算 

ルート選定において示した、ルート 1の条件を用いて、平日及び休日の各 1 日あたりのコスト

を試算。 

表 6-6 平日・休日の 1 日当たりのコスト 

平日 休日 単位 備考 

運
行
条
件 

運行本数 34 28 往復/日 H22 実証実験の削減案 

路線延長 20.0 Km/往復 ルート 1 

運送原価 236 円/km 

運行コスト 160,480 132,160 円/日 

収
入
必
須
利
用
者 

運賃 200 円/人 

割引率 7.5 % 
H22 実証実験時（平日）の割引率を参

考 

実質運賃 185 円/人 

1 日あたり 710 639 人/日 

1 便あたり 10.4 11.4 人/便 片道の乗車平均 

 

表 6-7 実証実験コスト 

収入 支出 備考 

①運賃収入 46,366,550 円 ③運行コスト 55,176,800 円 
－8,810,250 

（①－③） 

②補助金 21,100,250 円 ④仮設バス停設置 2,250,000 円 

⑤広告費 2,040,000 円 

⑥調査費 8,000,000 円 

⑦収入計 67,466,800 円 ⑧支出計 67,466,800 円 ０（⑦－⑧） 

 

 運賃収入 

乗車見込み平日 710 人、休日 639 人とし、運賃（200 円）の割引率（7.5%）として、実質運賃

を 185 円に設定 

 

 平日：乗車人員（710 人）×実質運賃（185 円）×平日（245 日）＝32,180,750 円 

 休日：乗車人員（639 人）×実質運賃（185 円）×休日（120 日）＝14,185,800 円 

 

合計：46,366,550 円 
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 運行コスト 

 平日：運行本数（34 往復/日）×路線延長（20.0km/往復）× 

運送原価（236 円/km）×平日（245 日）＝39,317,600 円 

 休日：運行本数（28 往復/日）×路線延長（20.0km/往復）× 

運送原価（236 円/km）×休日（120 日）＝15,859,200 円 

 

合計：55,176,800 円 

 

 仮設バス停設置費 

過去の社会実験事例より 

 45,000 円×50 箇所＝2,250,000 円 

 

 告費 

 過去の社会実験事例より 

 

 調査費 

 分析整理等を行うことを前提として算出 

 

 

(3) ルート 4：運行コストの試算 

① 費用試算の条件 

ルート 4の運行コスト試算に係る前提条件は以下の通りとする。 

 

表 6-8 運行コスト試算条件 

項目 値 単位 備考 

実施期間 365 日 平日：245 日、土日祝：120 日 

仮設バス停 77 箇所 ルート 4（15.4km）/0.2km 

1 周所要時間 60 分 路線バスの表定速度（15km/h） 
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② ルート 4の運行コスト試算 

ルート選定において示した、ルート 4の条件を用いて、平日及び休日の各 1 日あたりのコスト

を試算 

表 6-9 平日・休日の 1 日当たりのコスト 

平日 休日 単位 備考 

運
行
条
件 

運行本数 34 28 往復/日 H22 実証実験の削減案 

路線延長 30.8 Km/往復 ルート 4 

運送原価 236 円/km 

運行コスト 247,139 203,526 円/日 

収
入
必
須
利
用
者 

運賃 200 円/人 

割引率 7.5 % 
H22 実証実験時（平日）の割引率を参

考 

実質運賃 185 円/人 

1 日あたり 1030 927 人/日 

1 便あたり 15.1 16.6 センター/便 片道の乗車平均 

 

表 6-10 実証実験コスト 

収入 支出 備考 

①運賃収入 67,264,150 円 ③運行コスト 84,972,272 円 
-17,708,122 

（①－③） 

②補助金 31,213,122 円 ④仮設バス停設置 3,465,000 円 

⑤広告費 2,040,000 円 

⑥調査費 8,000,000 円 

⑦収入計 98,477,272 円 ⑧支出計 98,477,272 円 ０（⑦－⑧） 

 

 運賃収入 

乗車見込み平日 710 人、休日 639 人とし、運賃（200 円）の割引率（7.5%）として、実質運賃

を 185 円に設定 

 

 平日：乗車人員（1030 人）×実質運賃（185 円）×平日（245 日）＝46,684,750 円 

 休日：乗車人員（927 人）×実質運賃（185 円）×休日（120 日）＝20,579,400 円 

 

合計：67,264,150 円 

 



6-12 

 

 

 運行コスト 

 平日：運行本数（34 往復/日）×路線延長（30.8km/往復）× 

運送原価（236 円/km）×平日（245 日）＝60,549,104 円 

 休日：運行本数（28 往復/日）×路線延長（30.8km/往復）× 

運送原価（236 円/km）×休日（120 日）＝24,423,168 円 

 

合計：84,972,272 円 

 

 仮設バス停設置費 

過去の社会実験事例より 

 45,000 円×77 箇所＝3,465,000 円 

 

 告費 

 過去の社会実験事例より 

 

 調査費 

 分析整理等を行うことを前提として算出 
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6-1-8 実証実験に向けての流れ 

今後、実証実験へ向けて関係機関との協議を進めていく必要がある。 

実証実験実施計画の策定までのフローを以下に示す。 

 

 

図 6-8 実証実験実施計画策定フロー 

 

■運行許可申請 

• 実施計画策定後、内閣府沖縄総合事務

局運輸部へ運行許可を申請 

• 運行概要、運行ルート図、区間距離、

運行ダイヤ、バス停、運賃許認可 等

の資料を提出 

■運行事業者の選定・契約 

• 運行事業者の選定にあたり、運行ルー

ト及びダイヤ、運行台数、車両等を条

件として受託可能な事業者を募る 

• 運行事業者の選定後、委託内容の確認

等を行い契約 

■道路占用許可申請 

• 運行ルート決定後、仮設バス停を設置

する箇所について、道路管理者及び交

通管理者と協議・調整を実施 

• 仮設バス停の具体的な設置箇所決定

後、道路占用許可申請を実施 

■交通管理者との協議 

• 運行ルートについて、交通安全性の面

から走行の可否について交通管理者と

の協議・調整を実施 

• 状況により、運行車両を考慮した旋回

軌跡図等を作成 

実証実験実施計画の検討 

その他検討項目の決定 

（運行ダイヤ、運行台数、車両 等）

バス停配置箇所の決定 

運行ルートの決定 

運行事業者の決定 

実証実験実施計画の策定 
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6-2 協議会の運営 

6-2-1 交通会議開催状況 

浦添市地域公共交通会議の協議内容及び協議会開催状況を以下に示す。 

 

表 6-11 浦添市交通会議の協議内容 

会議名 開催日 報告・協議内容 

第 1 回交通会議 平成 29 年 11 月 13 日（月） 

① 支線公共交通導入に向けた「背景と目的」「スケ

ジュール」について 

② 浦添市の公共交通を取り巻く現状と課題 

③ 支線公共交通の検討方針 

第 2 回交通会議 平成 30 年 2 月 8 日（木） 

① 第 1 回浦添市地域交通会議議事要旨について 

② 浦添市地域公共交通会議設置要綱について 

③ アンケート調査結果について 

④ 支線公共交通運行ルート（案）について 

⑤ 支線公共交通実証実験計画（素案）について 

 

 

 

 

 

   
図 6-9 第 1 回交通会議（左）及び第 2 回交通会議（右） 
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6-2-2 浦添市交通会議設置要綱 

 

 

制定平成２９年８月２３日 

改正平成２９年１２月５日    

 

 

（目的） 

第１条 浦添市地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）は、道路運送法（昭和 26 年法律第

183 号）の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客運送の確

保その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を

協議するため設置する。 

 

（協議事項） 

第２条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。 

(1) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金等に関する事項 

(2) 市営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項 

(3) 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項 

 

（交通会議の構成員） 

第３条 交通会議の委員は、次に掲げる者とし、その役職については別表１のとおりとする。 

(1) 浦添市長又はその指名する者 

(2) 一般乗合旅客自動車運送事業者の代表者又はその指名する者 

(3) 一般乗合旅客自動車運送事業者の組織する団体の代表者又はその指名する者 

(4) 一般乗用旅客自動車運送事業者の代表者又はその指名する者 

(5) 一般乗用旅客自動車運送事業者の組織する団体の代表者又はその指名する者 

(6) 市民又は利用者の代表 

(7) 内閣府沖縄総合事務局運輸部長又はその指名する者 

(8) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代表者又はそ 

の指名する者 

(9) 道路管理者又はその指名する者 

(10) 浦添警察署長又はその指名する者 

(11) 学識経験者 

(12) 前各号に掲げる者のほか、交通会議が必要と認める者 
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（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。 

ただし、補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任することができる。 

 

（交通会議の運営)） 

第５条 交通会議に会長をおき、主宰者である浦添市の中からこれを定める。 

2 会長は、交通会議を代表し、会務を総括する。 

3 副会長は、あらかじめ会長が指名し、会長に事故がある場合には、その職務を代理する。 

4 交通会議は、構成員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

5 構成員については、交通会議に代理人を出席させることができる。 

6 交通会議の議事は、出席した構成員及び代理人の過半数で決し、可否同数の場合は、会長の決

するところによる。 

7  前項の場合において、会長は、構成員として議決に加わる権利を有しない。 

8 交通会議は、原則として公開とする。 

9 会長は、必要があると認められるときは、構成員以外のものに対し、交通会議に出席して、そ

の意見を述べ又は説明を行うことを求めることができる。  

10 交通会議の庶務は、都市建設部都市計画課において処理する。 

 

（協議結果の取扱い） 

第６条 交通会議において協議が調った事項について、関係者はその結果を尊重し、当該事項の誠

実な実施に努めるものとする。 

 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、交通会議の運営に関して必要な事項は、会長が交通会議に

諮り定める。 

 

 

附則 この要綱は、平成２９年８月２３日から施行する。 

附則 この要綱は、平成２９年１２月５日から施行する。 
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別表 1（第 3 条関係） 
 

浦添市地域公共交通協議会構成員名簿 
 

 役職名 所   属 備 考  

1 会長 浦添市 副市長  

2 委員 内閣府沖縄総合事務局南部国道事務所   

3 〃 沖縄県土木建築部中部土木事務所  

4 〃 内閣府沖縄総合事務局 運輸部 企画室  

5 〃 内閣府沖縄総合事務局 運輸部 陸上交通課  

6 〃 沖縄県 企画部 交通政策課  

7 〃 沖縄県 土木建築部 都市計画・モノレール課 

都市モノレール室 

 

8 〃 沖縄都市モノレール株式会社  

9 〃 浦添警察署  

10 〃 一般社団法人沖縄県バス協会  

11 〃 那覇バス株式会社  

12 〃 琉球バス交通株式会社  

13 〃 沖縄バス株式会社  

14 〃 東陽バス株式会社  

15 〃 一般社団法人沖縄県ハイヤー・タクシー協会   

16 〃 株式会社グランド交通  

17 〃 ひまわりタクシー株式会社  

18 〃 私鉄沖縄県労働組合連合会  

19 〃 学識経験者  

20 〃 社会福祉法人 浦添市社会福祉協議会  

21 〃 浦添市老人クラブ連合会  

22 〃 浦添市自治会長会  

23  浦添市婦人連合会  

24 〃 浦添市女性団体連絡協議会  

25 〃 浦添市観光協会  

26 〃 浦添商工会議所   

27 〃 浦添市 都市建設部長   

28 事務局長 浦添市都市計画課  

29 事務局 浦添市都市計画課都市交通企画係  
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6-2-3 議事要旨 

(1) 第 1 回浦添市交通会議 

日時：平成 29 年 11 月 13 日（月） 

14：30 ～ 16：30 

場所：浦添市役所 9 階 講堂   

 

■資料 1：浦添市地域公共交通会議設置要綱について 

発言者 主な指摘・意見 回答・対策方針など 

沖縄総合事務局 

運輸部 

（陸上交通課） 

西倉委員 

 

・ 第 3 条第 4～5 項に示す一般貸切

（乗用）という規定は、道路運送

法に規定はなく、会議メンバーか

らみると、｢一般乗用｣が適切では

ないか。 

（事務局） 

・ ご指摘内容について、確認を行い

適切に修正を行う。 

 

■議題（1）：浦添市の公共交通を取り巻く現状と課題について（資料 3） 

発言者 主な指摘・意見 回答・対策方針など 

沖縄県都市モノレ

ール株式会社 

延長推進室 

仲村委員 

 

・ 6、8 ページに示している、学校送

迎及び移動ニーズのトリップ数に

ついて、単位は人/日という認識で

よいか。 

（事務局） 

・ ご指摘のとおり、単位は人/日で

ある。 

沖縄総合事務局 

運輸部 

（陸上交通課） 

西倉委員 

 

・ 8 ページの円グラフ凡例について、

公共交通と比較を行うのであれ

ば、自動車ではなく、自家用車と

いう表現が適切ではないか。 

（事務局） 

・ ご指摘の通り、修正を行う。 

 

 

 

■議題（2）：支線公共交通の検討方針について（資料 4） 

発言者 主な指摘・意見 回答・対策方針など 
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浦添市 副市長 

野口会長 

 

・ 基本的な考え方に示している優先

度を考慮し、今後、モデルルート

の検討を進めていくのか。 

（事務局） 

・ 基本的な考え方が決まれば、それ

に基づき、H22 実証実験ルート及

びモノレール駅周辺地域のルー

ト検討を進めていく。 

また、今年度、アンケート調査を

実施する予定であり、その結果も

ルート検討の参考にしたい。 

一般社団法人 

沖縄県バス協会 

慶田委員 

 

・ 運行形態について、モデル 2（路線

固定型）とモデル 3（完全デマンド）

の違いについて教えていただきた

い。 

 

・ モデル 2,3 とした場合、自由乗降を

将来目指していくという考えなの

か。県内には事例がなく、浦添市

の将来的な提案なのか。 

 

・ 8 ページの路線固定型について、路

線を定めて需要があれば迂回して

いくという方式なのか。 

 

（事務局） 

・ モデル 2 はルートが決まってお

り、予約が入れば走行する運行形

態である。一方、モデル 3 につい

ては完全デマンドになっており、

路線ルートが決まっていない運

行形態である。 

・ 今回あくまで、一般論としてそれ

ぞれの運行形態の可能性を明記

した。具体的な運行形態について

は今後検討を行う。 

・ その通りである。 

沖縄総合事務局 

運輸部 

（陸上交通課） 

西倉委員 

 

 基本的な考え方において、観光客の

利便性を高める交通手段の構築と

記載されているが、ルート検討の観

光客等の来訪者に向けた市内周遊

について、人気エリアは通過しない

と記載されているのは矛盾ではな

いか。 

 基本的な考え方について、最優先項

目は交通不便地域の改善を図る交

通手段の構築だと考える。 

 ルート検討において、住民へのアン

ケートのみならず、ヒアリングを行

い有効と考える。 

（事務局） 

 ルート検討において、優先度の高

い視点から考慮した際に、最終的

に観光エリアを通過しない可能

性もあることをイメージとして

資料には記載した。 
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一般社団法人 

沖縄県ハイヤー 

タクシー協会 

津波古委員 

 

 本会議へ出席しているタクシー事

業者 2 社の選定について教えてい

ただきたい。 

 

 

 タクシーや路線バス等の既存の公

共交通を活用した上で、不足してい

る面を充足していくという視点を

おいていただきたい。 

（事務局） 

 モノレール延長区間の沿線地域

において、デマンド交通の可能性

も考えられることから、その地域

のタクシー事業者を本会議の委

員として出席して頂いた。 

沖縄総合事務局 

南部国道事務所 

下地委員 

 

 ルートの検討については、基本的な

考え方に基づき、複数のルートを比

較検討していくのか。 

 県内の事例を示しているが、各市町

村の評価についてヒアリングをお

こなっているのか。その評価が、今

後の浦添市の支線公共交通検討に

おいて判断材料になるのではない

か。 

 

 

 第１回会議以降の検討の進め方に

ついて、不明確ではないか。 

（事務局） 

 ご指摘の通り、優先度に基づき比

較表を用いて、ルートの検討を行

う。 

 

 今回、中城村の護佐丸バス、北谷

町の C－BUS を試乗してきて、職

員側と事業者側で問題の認識が

異なる。北谷町は運行して間もな

いことから、評価は難しいが、中

城村については今後、ヒアリング

を考えている。 

 来年度以降、年２回の会議を想定

しているが場合によっては数を

増やして検討していかないとい

けない。まずは基本的な考え方を

固めないとルート選定は難しい。

一般社団法人 

沖縄県バス協会 

慶田委員 

 

 ルートの選定においては、既存バス

路線との競合を避けて頂きたい。 

 支線公共交通の運行にあたっては、

予備車両も含めた検討を行って頂

きたい。 

（事務局） 

 ルートの選定に関しては関係機

関と協議したうえで、調整を図っ

ていきたい。 

 予備車両について今後検討を行

う予定。 
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沖縄県企画部 

交通政策課 

座安委員 

 

 モノレール延長区間の開業に合わ

せて、既存のバス路線の見直し等は

考えているのか。 

（那覇バス・琉球バス） 

 バス路線の見直しを検討してい

る。 

（沖縄バス・東陽バス） 

モノレール延長区間周辺において、

既存のバス路線がないことから、検

討は行っていない。 

（沖縄バスについては、会議後にバス路

線の見直しの可能性がある事を確認） 

沖縄県都市モノレ

ール株式会社 

延長推進室 

仲村委員 

 

 平成 32 年度より、本格運行を目標

としているが、採算性の検討等は、

今後、行っていくのか。 

（事務局） 

 平成 32 年度本格導入はあくまで

目標である。平成 22 年度の実証

実験では本格導入に至らなかっ

たので、事前検討をしっかり行い

本格導入につなげていきたい。 

浦添市副市長 

野口会長 

 

 議案の｢支線公共交通の検討方針｣

について、異存ありませんか。 

（各委員） 

 異議無し 
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(2) 第 2 回浦添市交通会議 

日時：平成 30 年 2 月 8 日（木） 

14：30 ～ 16：30 

場所：浦添市役所 9 階 講堂   

 

■議案①：支線公共交通運行ルートについて（資料 4） 

発言者 主な指摘・意見 回答・対策方針など 

沖縄総合事務局 

運輸部 

（陸上交通課） 

西倉委員 

 

・ 今回挙げられているルート案につ

いて、アンケートの結果は反映さ

れているのか。 

（事務局） 

・ ルート案を設定していくうえで

の基本的な考え方として結果を

反映させた。 

浦添市 副市長 

野口委員長 

 

 

・ ルート案について、交通空白地域

の解消ということと移動制約者へ

の対応というところが重点的に置

かれているのか。 

（事務局） 

・ ルート選定を考えていくうえで

一番に交通空白地域の解消、次に

移動制約者の移動手段の構築を

重点的に置いた。 

・ 本会議の中で推奨ルートを決め

た後、地元住民へのヒアリングを

行って若干ルートが変わること

がある。 

沖縄県都市モノレ

ール株式会社 

延長推進室 

仲村委員 

 

 資料 4、13 ページについて、各ル

ートで点数がつけられているが、

満点はいくらであるか。 

（事務局） 

 合計点数の満点は 81 点。項目別

の満点については、次回以降示

すようにしたい。 
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沖縄県土木建設部 

都市計画・モノレー

ル課 

桃原代理 

 

 ルート案の接する施設について、

基本的な考え方はあるのか。 

 

 評価項目のまちづくりの取り組み

との連携について、評価基準とな

る施設に那覇市の商業施設が入っ

ている。これはまちづくりの取り

組みとの連携ではなく利用者の利

便性の話になってくるのではない

か。 

（事務局） 

 平成 22年度の実証実験の課題と

なった駐機場の確保をてだこ浦

西駅周辺あるいは浦添市カルチ

ャーセンター付近を想定してい

る。また浦添市内の南北の基幹

的な公共交通である基幹バスと

沖縄都市モノレールを接するこ

とを前提としたルートとなって

いる。 

 

 ご指摘の通り、評価項目のまち

づくりの取り組みとの連携につ

いては市民の利便性という観点

から評価を行った。浦添市内の

大型商業施設は点在しているの

で、大型商業施設が集中してい

る那覇市新都心を含めた評価と

なった。 

 モノレール延長が伴う前田地

区、浦西地区についてもまちづ

くりの視点として、加味してい

く。 

私鉄沖縄県労働組

合連合会 

喜屋武委員 

 

 ルート案を考えていくうえでバス

事業者と調整しているのか。 

 ルート 1 とルート 3 について、既

存バス路線と競合する箇所が多い

ため、影響が多いと考える。 

 運転手についても人材の競合によ

り、運転手不足による路線の廃止

も懸念されると考える。 

（事務局） 

 ルート案については事前にバス

事業者へ調整を行っている。今

後細かいルートについては、地

元住民にヒアリングを行いなが

ら詰めていきたいと考えてい

る。 

 基本的な考え方として、既存路

線バスは広域的な移動の公共交

通であり、コミュニティバスは

市内周遊という手段であるた

め、ルートは被るが目的は被ら

ないため競合はないと考える。 

 運転手についてはバス事業者と

協力して運転者を募りたいと考

えている。 
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浦添市老人クラブ

連合会 

金城委員 

 

 事務局の推奨ルート案はどれか。 

 ルート 1~3 について、起終点がお

もろまち駅になっている理由はあ

るのか。 

 感覚的にはルート 4 が交通空白地

域を考えている。 

 高齢者利用の観点からデマンドバ

ス、デマンドタクシーについても

今後検討してほしい。 

 アンケート設問の公民館に来館す

る人について、自治会管理の有無

を入れてほしい。 

（事務局） 

 点数を見るとルート 1 とルート

4 が推奨ルートとなっているが、

本会議で推奨ルートを決めてい

きたいと考えている。 

 平成 22年実証実験では起終点を

古島駅にし、新都心を周遊する

ルートであったが、利用者が少

なかった。今回はその結果を踏

まえて、利用者が増えると予想

されている新都心通過のルート

を考えておもろまち駅の起終点

ルートを検討した。 

 需要の数を考えたうえで今回の

検討をコミュニティバスとし

た。今後コミュニティバスで対

応できない課題については他の

デマンド交通を検討していきた

い。 

沖縄県タクシーハ

イヤー協会 

津波古委員 

 支線交通政策について、コミュニ

ティバスで対応できない課題が生

まれると思う。将来的には、タク

シーも貢献できるように対応して

いきたい。 

 

沖縄総合事務局 

運輸部 

（陸上交通課） 

西倉委員 

 高齢者は病院以外にも行くと考え

られる。普段、高齢者が行くよう

なシルバー人材センター等の施設

については評価項目の施設として

挙げているのか。 

 移動制約者の視点を考えるとこの

ような施設を入れるべきではない

か。 

（事務局） 

 項目 3 に高齢者が行くような施

設は入っていない。 

 シルバー人材センター等の施設

については項目 3 で評価を行っ

た。 

沖縄県都市モノレ

ール株式会社 

延長推進室 

仲村委員 

 

 資料 4、11 ページのルート 4 の値

と 15 ページの値で整合が取れな

い。どの数値が正しい値か。 

（事務局） 

 15 ページの値が正しい値であ

る。11 ページでは運賃収入の値

を 59.8 から 67.3 へ修正を行う。
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浦添市 副市長 

野口委員長 

 

 

 国道 58 号沿線域推奨ルートにつ

いて、事務局はルート 1 を推奨し

ている意義はあるか。 

 モノレール沿線域推奨ルートにつ

いて、事務局はルート 4 を推奨し

ているが意義はあるか。 

 

 

（異議なし） 

 

■議題（2）：支線公共交通の検討方針について（資料 5、参考資料 4） 

発言者 主な指摘・意見 回答・対策方針など 

沖縄総合事務局 

運輸部 

小柳委員 

 

・ 実証実験の平成 31 年度からの補助

を検討されている場合早めにご相

談頂きたい。 

・ スケジュールについて、ルート選

定をバス事業者に早めに相談した

ほうがよいと思われる。 

（野口委員長） 

・ 実証実験時の補助金については、

再度検討していただきたい。 

 

沖縄県都市モノレ

ール株式会社 

延長推進室 

仲村委員 

 

・ 参考資料 4、3 ページの需要予測の

考え方について、PT 調査に基づい

た数値であるのか。 

 

・ アンケートの結果にて、乗り継ぎ

を生じた場合公共交通を乗らない

人が過半数を超えているが、需要

予測について乗り継ぎ抵抗は反映

されているのか。 

 

 

 

（事務局） 

・ トリップ数については PT 調査の

バス利用率を使って、算出してい

る。 

 

・ 乗り継ぎ抵抗については需要予

測に反映されていない。 
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琉球大学 

工学部 

神谷委員 

 

 平成 22 年実証実験の際にアンケ

ート調査、バスの乗り降り調査を

行っているのか。 

 

 平成 22 年実証実験のアンケート

と既存各種データ及び平成 22 年

実証実験のバスの乗り降りのデー

タを用いれば、行動モデルを作成

することが可能であると考える。

PT 調査の需要予測にこだわって

いるがこの手法を用いればさらに

定量的に需要予測を算出すること

が出来ると考える。 

（事務局） 

 平成 22年実証実験でも同様なア

ンケートを行った。乗り降り調

査については、3 日間の平均乗車

で把握することが出来る。 
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第7章 アンケート調査 

浦添市へ支線公共交通導入に向け、本市民の支線公共交通の利用意向を把握することは重要で

ある。また、今後の実証実験計画を作成するにあたり、運行ルート、運行頻度及び運行時間帯等

に関する意向も把握する必要があることから、浦添市全域を対象としたアンケート調査を実施し

た。 

なお、アンケート調査は、アンケート配布計画、アンケート内容の設計及びアンケート回収後

の集計を行った。 

 

7-1 アンケート配布計画 

7-1-1 アンケート配布地域 

アンケート調査を実施するにあたり、アンケートの配布計画を実施した。 

アンケート配布として、本検討における支線公共交通は市内全域を対象としており、また、浦

添市民の公共交通への移行を把握する目的として、本市全域を対象とした。 

 

 

図 7-1 浦添市全域 
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7-1-2 アンケート配布数 

アンケート調査におけるアンケート票の配布数について、下表に示す数式を用いて統計的に必

要なサンプル数を算出し、配布数を決定した。 

 

表 7-1 必要サンプル数の算出式 

目標数 

*必要サンプル数の算出 

一般的なパーソントリップ調査等において求められる精度（相対誤差 20%以下、

信頼度 95%）を条件に統計的な必要サンプル数を算出した。 

必要サンプル数の算出は、下記に示す式に基づいている。 

カテゴリ数（ZK）は、本アンケートにおいて年代別を想定し 9としている。 

なお、本調査においては、浦添市全域において必要サンプル数の算出を行った。

 

【必要サンプル数算出式】 

RSD（A）＝K√{(ZK-1)*(1-r)/r/N} 

・相対誤差率 RSD(A)：0.2 

・信頼係数  K   ：1.96 

・母集団   N   ：人口（113,421 人） 

・カテゴリ数 ZK    ：9 

 

 

表 7-2 アンケート配布数 

母集団 
（注 1） 

カテゴリー数 目標回収表数 配布表数 
（注 2） 

配布世帯数 
（注 3） 

113,421 9 763 15,260 5,087 

 

(注 1) モノレール延長エリア及び過年度実証実験実施エリアの人口 

(注 2) 過年度のアンケート回収状況(約 5%)から、目標回収票数を確保する為に必要な配布票

数を算出 

＊配布票数＝目標回収票数（763）／過年度アンケート回収率（5%）=15,260 

(注 3) 1 世帯あたり、アンケート票 3枚送付 

＊配布世帯数＝配布票数（15,260 票）／1 世帯あたりの配布票数（3 票）=5,087 
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アンケートの配布は、住民基本台帳を参考に、地域別人口の割合で配布数を決定した。 

地域別のアンケート配布数を下表に示す。 

 

表 7-3 地域別アンケート配布数 

■市町村の町字別住民基本台帳人口及び世帯数（平成29年1月1日現在）

男 女 計

字仲間 18 29 47 17 0.04% 4

仲間１丁目 576 568 1,144 478 1.01% 51

仲間２丁目 893 946 1,839 712 1.62% 83

仲間３丁目 501 541 1,042 423 0.92% 47

安波茶１丁目 1,236 1,345 2,581 1,107 2.28% 116

安波茶２丁目 453 429 882 382 0.78% 40

安波茶３丁目 543 570 1,113 464 0.98% 50

伊祖１丁目 1,143 1,259 2,402 965 2.12% 108

伊祖２丁目 1,250 1,399 2,649 1,050 2.34% 119

伊祖３丁目 944 1,046 1,990 811 1.75% 89

伊祖４丁目 456 461 917 390 0.81% 41

伊祖５丁目 291 304 595 256 0.52% 27

字牧港 2 4 6 4 0.01% 0

牧港１丁目 1,463 1,558 3,021 1,300 2.66% 136

牧港２丁目 953 1,004 1,957 851 1.73% 88

牧港３丁目 442 493 935 370 0.82% 42

牧港４丁目 678 736 1,414 568 1.25% 64

牧港５丁目 432 462 894 423 0.79% 40

字港川 840 912 1,752 722 1.54% 79

港川１丁目 1,318 1,376 2,694 1,063 2.38% 121

港川２丁目 1,245 1,430 2,675 1,105 2.36% 120

字城間 152 171 323 141 0.28% 15

城間１丁目 558 603 1,161 560 1.02% 52

城間２丁目 872 938 1,810 744 1.60% 81

城間３丁目 791 893 1,684 815 1.48% 76

城間４丁目 2,446 2,584 5,030 1,956 4.43% 226

キャンプキンザー内 31 53 84 39 0.07% 0

屋富祖１丁目 352 421 773 362 0.68% 35

屋富祖２丁目 1,024 1,063 2,087 904 1.84% 94

屋富祖３丁目 554 597 1,151 552 1.01% 52

屋富祖４丁目 210 205 415 238 0.37% 19

宮城１丁目 910 1,015 1,925 906 1.70% 87

宮城２丁目 962 1,028 1,990 865 1.75% 89

宮城３丁目 1,168 1,155 2,323 956 2.05% 104

宮城４丁目 1,297 1,351 2,648 1,054 2.33% 119

人口の割合 配布総数 地域別配布数

浦添市 5,100

市町村名 町字名
人　口

世　帯　数
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宮城５丁目 599 629 1,228 471 1.08% 55

宮城６丁目 928 957 1,885 839 1.66% 85

仲西１丁目 790 785 1,575 768 1.39% 71

仲西２丁目 478 583 1,061 509 0.94% 48

仲西３丁目 626 647 1,273 533 1.12% 57

勢理客１丁目 904 885 1,789 779 1.58% 80

勢理客２丁目 919 932 1,851 819 1.63% 83

勢理客３丁目 353 344 697 331 0.61% 31

勢理客４丁目 23 24 47 24 0.04% 5

内間１丁目 586 645 1,231 518 1.09% 55

内間２丁目 1,211 1,379 2,590 1,084 2.28% 116

内間３丁目 917 941 1,858 816 1.64% 84

内間４丁目 1,178 1,250 2,428 1,028 2.14% 109

内間５丁目 893 917 1,810 736 1.60% 81

字沢岻 571 584 1,155 409 1.02% 52

沢岻１丁目 1,196 1,226 2,422 923 2.14% 109

沢岻２丁目 633 680 1,313 515 1.16% 59

字経塚 2,071 2,165 4,236 1,767 3.73% 190

経塚１丁目 540 569 1,109 387 0.98% 50

字前田 1,345 1,445 2,790 1,151 2.46% 125

前田１丁目 1,269 1,239 2,508 1,010 2.21% 113

前田２丁目 292 324 616 276 0.54% 28

前田３丁目 312 303 615 247 0.54% 28

前田４丁目 363 367 730 296 0.64% 33

西原１丁目 1,117 1,054 2,171 952 1.91% 98

西原２丁目 570 522 1,092 528 0.96% 49

西原３丁目 297 266 563 258 0.50% 25

西原４丁目 922 975 1,897 742 1.67% 85

西原５丁目 1,408 1,415 2,823 999 2.49% 127

西原６丁目 748 747 1,495 551 1.32% 67

当山１丁目 403 427 830 309 0.73% 37

当山２丁目 1,194 1,230 2,424 947 2.14% 109

当山３丁目 35 31 66 26 0.06% 5

字大平 392 411 803 322 0.71% 36

大平１丁目 964 1,136 2,100 901 1.85% 94

大平２丁目 743 784 1,527 670 1.35% 69

大平３丁目 417 438 855 368 0.75% 38

伊奈武瀬１丁目 5 0 5 5 0.00% 0

55,216 58,205 113,421 47,367 100.00% 5,100計  



7-5 
 

7-2 アンケート設計 

アンケート調査実施にあたり、アンケート調査の配布物作成及び調査票の作成を行った。 

(1) アンケート配布物 

アンケート調査においては、ポスティングによる配布、回収は郵送とした。 

配布物については、以下の通りとなる。 

 

【配布物】 

 配布用封筒 

 回収用封筒 

 アンケート調査お願い状 

 主な公共交通に関する説明 

 アンケート調査票 

 

(2) アンケート票等 

アンケート調査票の質問項目を検討し、調査票に取りまとめた。アンケート調査票及び配布物

を次ページ以降に示す。 
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 アンケート調査票（1/4） 
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 アンケート調査票（2/4） 
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 アンケート調査票（3/4） 
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 アンケート調査票（4/4） 
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 アンケート調査お願い状 
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 主な公共交通に関する説明 
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 送付用封筒（左）・回収用封筒（右） 
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7-3 アンケート結果 

7-3-1 アンケート実施期間及び回収状況 

(1) アンケート実施期間 

アンケートは以下に示す期間で実施した。 

なお、「アンケートのお願い状」へは、アンケート回収を平成 30 年 1 月 20 日としていたが、

返送の遅れを考慮し、平成 30 年 2月 2 日までの回収を行った。 

 

表 7-4 アンケート配布及び実施期間 

アンケート配布期間 平成 29年 12 月 20 日 ～ 平成 29 年 12 月 24日 

アンケート実施期間 平成 29年 12 月 25 日 ～ 平成 30 年 2月 2 日 

 

(2) 回収状況 

アンケートの回収は、統計学的に有意義とされる目標数の763票を上回る1,158票を回収した。

回収率は票数でみると、13.2%となり当初の見込みを大きく上回っている。 

 

表 7-5 アンケート回収率 

 配布数 回収数 回収率 

世帯数（通） 5,100 通 662 通 7.7% 

配布票数 15,300 票 1,158 票 13.2% 

 

 

 

図 7-2 アンケート回収状況 
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7-3-2 アンケート結果（単純集計） 

問21 あなたの性別を教えてください。 

男 女 不明 合計

562 584 12 1158
問21

 

 

○男性は 48.5％、女性は 50.4％だった。 

 

問22 あなたの年齢を教えてください。 

10代未満 10代 20代 30代 40代

21 87 75 149 206

50代 60～64歳 65～74歳 75歳～ 不明 合計

182 106 197 127 8 1158

問22

 

 

○「40 代」の 17.8％が最も多く、「65～74 歳」17.0％、「50 代」15.7％と続いた。 
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問23 あなたのお住まいを教えてください。 

 

安波茶 伊祖 内間 大平 経塚 城間 勢理客 沢岻 当山

73 186 43 100 17 90 41 31 30

仲間 仲西 西原 前田 牧港 港川 宮城 屋富祖 不明 総計

78 28 112 42 56 77 95 38 21 1158

問23

 

 

○住まいは、「伊祖」が 16.1％と抜き出て多く、「西原」が 9.7％、「大平」が 8.6％、「宮城」が 8.2％

と続いている。
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問24 あなたの職業を教えてください。 

 

会社員
公務員・

団体職員
農林漁業 自営業

パート・

アルバイト

専業主婦

（夫）
小・中学生 高校生

大学生・

専門学生
その他 不明 合計

334 137 4 66 98 167 65 34 13 218 22 1158

問24

 

 

○「会社員」が 28.8％と最も多く、次点で「専業主婦(夫)」の 14.4％となった。 

○その他では「年金受給者」、「無職」が多数あった。他には「保育士」「神父」「伝道師」などがあ

った。 

○その他で保育園児等の回答が数件あり、小学生以下のため対象外として、集計から除外している。 
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問1 あなたの平日及び休日の主な移動目的と、その手段について教えてください。 

 平日（月－金） 

【移動目的】<複数回答> 

 

○平日での移動目的では「通勤・通学」が 51.8％で最も多く、次点で「買い物」の 23.1％と

なった。 

○その他意見では、「送迎」「デイサービス」「配達」などがあった。 

 

【移動手段】<複数回答> 

 

○手段については「車（自分で運転）」が 50.7％で最も多く回答された。その後に「徒歩」

の 12.8％、「バス」11.3％、「車（自分で運転はしない）」9.9％、と続いている。 
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 休日（土・日・祝） 

【移動目的】<複数回答> 

 

○多い順に「買い物」49.3％、「遊び」27.4％となった。 

○その他意見で、「送迎」「デイサービス」「サークル」「部活動」などがあった。 

 

【移動手段】<複数回答> 

 

○休日では平日よりも「車(自分で運転)」「車(自分で運転しない)」の割合が増えている。 
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問2 あなたのご自宅には、車はありますか。 

 

自由に使える

車がある
777

車はあるが、

自由には使え

ない

115

車はない、ま

たはあっても

免許がない

262

不明 4

合計 1158

問2   

○「自由に使える車がある」と答えた人が 67.1％と最も多く、次点に「車はない、あっても免許が

ない」の 22.6％となった。 

 

問3 あなたは、ご自宅から一番近いバス停を知っていますか。 

 

知っている 1013

一番近いかわ

からないが

知っている

75

意識したこと

がない
61

不明 9

合計 1158

問3   

○自宅から一番近いバス停を把握している人は 87.5％おり、「一番近いかわからないが知っている」

と回答した人は 6.5％、「意識したことがない」と答えた人は 5.3％となった。 
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問4 浦添市内の施設利用頻度についてお伺いします。以下の１)～６)に示す施設の利

用頻度を、それぞれ、①～⑤のなかより選んでください。 

①毎日 ②週 1 回程度 ③月 1 回程度 ④年 1 回程度 ⑤ほとんど行かない 

 

 

○浦添市役所は「年に 1回程度」と回答した人が 41.4％と最も多かった。 

○地域の公民館は「殆ど行かない」と回答した人が 67.4％と最も多かった。 

○病院は「月 1回程度」の回答が 35.6％と最も多く、時点で「殆ど行かない」の 24.1％となった。 

○商業施設は「週 1 回程度」の回答が 40.2％で最も多く、主にサンエーやリウボウ、コンビニなど

が多かった。 

○その他で上がっていた施設は公園や学校などが多かった。 

 

病院については近隣の病院名があがり、商業施設やその他の場所は以下のような回答があった。 

マチナトサンエー、サンエー経塚シティ、バークレーズコート、那覇メインプレイス

サンエー、かねひで、イオン、りうぼう、コープ、マックスバリュー、コンビニ

ドラッグストア、メイクマン、サクモト、ビッグ1、マンガ倉庫、TSU TAYA

スポーツクラブ、まじゅんらんど、ボーリング場、老人ホーム……
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問5 あなたのお住まいの近くで、支線公共交通が運行した場合、利用したいと思いま

すか。 

 

利用したい 401

たまに利用したい 304

利用するかわからない 284

利用しない 131

不明 38

合計 1158

問5   

○利用する側はそれぞれ、「利用したい」が 34.6％で「たまに利用したい」が 26.3％と約 60％を占

め、利用しないと回答した人は 11.3％となった。
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問6 問 5 で「(1)利用したい」、「(2)たまに利用したい」と回答された方へ質問です。

その理由を教えてください。(複数回答可) 

 

 
○「運転をしなくてもよい」が最も多く、次点で「駐車場を探す手間が省ける」であった。 

○その他意見として、「通勤時混むのがいやだから」、「免許を返上するから」、「飲酒ができるから」、

「のんびりできる」などの意見があった。 

 

 

問7 問 5 で「(4)利用しない」と回答された方へ質問です。その理由を教えてください。

（複数回答可） 

 

 

○利用しない理由としては、「自動車が便利」の回答が最も多く、その後に「直接目的地に行けな

い」「待つのが面倒」「乗降場まで歩くのが面倒」の順で回答が多い。 

○その他で、「荷物があると利用できない」「車イス」「子供を連れて大変」等の意見があった。 
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問8 支線公共交通を利用する目的として、主なものを 1 つお選びください。 

 平日（月－金） 

 

○平日での利用目的は「通勤・通学」29.2％が最も多く、「買い物」25.5％、「遊び」20.6％

と続く。 

○その他意見で、「送迎」「ジム」「児童デイサービス」等があった。 

 

 休日（土・日・祝） 

 

○休日は「遊び」43.5％、「買い物」39.5％となった。 

○その他意見で、「サークル」「お見舞い」「地域活動」等があった。 
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問9 問 8 において、「(3)遊び」、「(4)買い物」及び「(5)その他」と回答された方へ、

支線公共交通を利用して行くと思う行き先を教えてください。（複数回答可） 

 浦添市内 

 

○市内では「サンエー経塚シティ」と「サンエーパルコ」が抜き出て多く、次点で「メイク

マン浦添店」が多い。その他意見では「飲み屋」や「公園」などの場所が挙がっていた。 

 

 浦添市外 

 

○市外では「那覇新都心」が最も多い。次点で「那覇空港」となった。 

○その他意見で「ライカム」や「古島駅」の名前が複数挙がっており、他にはゴルフ場、北

部、糸満、与那原、西原、奥武山などの意見があった。
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問10 支線公共交通が運行した場合、あなたが考えられる利用頻度を教えてください。 

 

毎日利用 68

週5日程度 83

週3日程度 148

週1日程度 185

月1回程度 171

その他 43

不明 73

合計 771

問10   

○「週 1 日程度」が 24.0％と最も多く、次点で「月 1 回程度」の 22.2％となり、次に「週 3 日程

度」の 19.2％と続く。 

 

 

問11 支線公共交通を利用して、市内または、市外へ移動する際に，他の公共交通機関

（モノレール・路線バス）へ乗り継ぎが発生する場合、支線公共交通を利用しますか。 

 

乗り継ぎが発生

しても利用
352

乗り継ぎが発生

しない場所のみ
220

乗り継ぎが発生

する場合は利用

しない

98

その他 19

不明 82

合計 771

問11   

○「乗り継ぎが発生しても利用」が 45.7％で「乗り継ぎが発生しない場所のみ」が 28.5％となっ

ている。乗り継ぎが発生しない場合の利用は合わせて約 75％になる。逆に乗り継ぎが発生する場合

は約 40％が「利用しない」となっている。 

○その他意見として、「電車から電車なら利用する」、「利便性による」とあった。 
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問12 支線公共交通を導入する場合、あなたが重要視する条件を 1 つ教えてください。 

 

運行ルート 運賃 運行間隔 運行時間帯
停留所まで

の距離

乗り継ぎに

かかる待ち

時間

車内の乗り

心地
その他 不明 合計

538 160 93 70 93 35 6 15 148 1158

問12

 

 

○導入する際の重要視する条件は「運行ルート」が 46.5％で、次点で「運賃」の 13.8％となって

いる。 

○その他意見に、「車いすで乗れる」があった。ほかに停留所及び停留所までの道の安全性（ガー

ドレールの有無）についての意見もあった。 
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問13 支線公共交通の導入について、どのような種類の公共交通を希望しますか。 

（複数回答可） 

 

○希望する支線公共交通の種類としては、コミュニティバスを希望する意見が最も多い。 

○その他意見として、路面電車やモノレールなどがあった。 

○自由意見で「選択肢のデマンドの意味がわからない」などの意見があった。 

 

 

問14 支線公共交通の運賃が、どの程度であれば利用したいですか。 

 ※金額の幅がある意見は上限でまとめて集計 

100円未満 11

100円台 286

200円台 457

300円台 174

400円台 15

500円台 60

その他 29

不明 126

合計 1158

問14   

○200 円台が「39.5％」と最も多く、次点で 24.7％の「100 円台」となった。 

○その他で「わからない」という意見が複数あった。 
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問15 目的地へ行くため、他の公共交通へ乗り継ぎが必要となった場合、乗り継ぎ割引

は必要と思いますか。 

 

必要 711

必要ではない 325

その他 47

不明 75

合計 1158

問15   

○乗り継ぎ割りについて、61.4％が「必要」と回答、「必要ではない」と回答したのは 28.1％とな

った。 

○その他意見で「総額による」、「必要とは思わないがあれば嬉しい」等の意見があった。 

 

 

問16 問 15 で「(1)乗り継ぎ割引は必要と思う」と回答された方への質問です。割引金

額がいくらであればよいと思いますか。 

 

100円未満 213

100円台 268

200円台 73

300円台 30

400円台 7

500円台 6

その他 41

不明 75

合計 713

問16   

○「100 円台」が 37.6％と最も多く次点で「100 円未満」の 29.9％となった。 

○その他意見では、無料や 10～50％引き等の回答があり、50％引き(半額)の回答はその他意見の中

で多数あった。 
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問17 支線公共交通の運行頻度について、1 時間あたり何便運行していれば利用しやす

いと思いますか。 

 

1便 67

2便 303

3便 334

4便 341

その他 35

不明 78

合計 1158

問17   

○1 時間あたりの運行頻度では「4 便」が 29.4％と最も多く、僅差で「3 便」が 28.8％となり次に

「2 便」の 26.2％と続いた。 

○その他意見で、1 時間あたり 5便以上の回答が複数あった。 
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問18 支線公共交通の利用できる時間について、どの程度の時間であれば利用しやすい

と思いますか。 

 朝 

 

○「7 時」と回答した人が 33.0％で最も多く、次点は「6 時」の 22.0％となった。 

 

 

 夜 

 

○「22 時」と回答した人が 20.7％で最も多く、次に「21 時」18.0％、「20時」16.3％と続く。 
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問19 支線公共交通の乗降場まで、あなたのお住まいからどの程度の距離までであれば

利用しやすいと思いますか。 

 

100ｍ未満 305

～200m 313

～300m 263

～400m 105

～500m 110

その他 21

不明 41

合計 1158

問19   

○最も多かったのは「100～200m 未満」で 27.0％、次点で「100m 未満」の 26.3％となった。 

○500m 以上の意見が少数あった。 

 

年代別の回答 

問19 距離

年齢 100m 未満 ~ 200m ~ 300m ~ 400m ~ 500m その他 不明 総計

10代未満 9 6 3 1 0 1 0 20

10代 25 22 14 8 8 3 3 83

20代 25 13 13 7 12 0 0 70

30代 36 27 45 19 15 0 1 143

40代 53 64 36 23 17 5 4 202

50代 44 61 42 14 12 0 4 177

60－64歳 21 25 31 10 13 1 4 105

65－74歳 47 51 47 17 22 3 9 196

75歳以上 35 37 27 5 4 6 12 126

不明 0 0 1 0 2 1 4 8

総計 295 306 259 104 105 20 41 1130
 

○年齢層別にみると 20代以下は「100m 未満」と回答した割合が高い。 
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問20 支線公共交通の運行ルートを検討するうえで、必要と思う視点を複数お選びくだ

さい。 

 

 

○「移動制約者の為の視点」が最も多く、次に僅差で「モノレール駅等と連携」、3番目に「交通手

段の確保の視点」と続いた。 
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7-34 



7-35 



7-36 



7-37 



7-38 



7-39 



7-40 
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第8章 今後の課題 

支線公共交通実証実験へ向けて、次年度においては、実証実験実施計画を策定する必要があり、

策定にあたっては、 関係機関調整及び事業者選定等を行う必要がある。 

本章においては、次年度実施する必要がある項目について示すものとする。 

8-1 実証実験実施計画の策定 

8-1-1 地域との調整 

本業務の交通会議において選定した実証実験バスルート（2 ルート）について、現段階におい

ては、ルートの詳細決定は行っていない。今後、実証実験バスルート周辺の地域と調整を行い、

詳細な検討を地域の意向も含め検討していく必要がある。 

なお、検討ルートは 2 ルートあることから、次年度においては早い段階からの調整が必要と考

えられる。 

8-1-2 実施項目の決定 

(1) 実証実験実施時期の決定 

実証実験の実施期間を 1 年程度としているが、今後、沖縄都市モノレール延長区間の開業予定

を考慮し、詳細な日程について検討していく必要がある。 

(2) バスルート及びバス停位置 

実証実験バスルートは前述に示したとおり、地域と調整を行い決定するものとし、ルート決定

後においては、バス停の配置検討を行う必要がある。 

バス停位置においては、本業務においても配置案を示しているが、バスルートの詳細が決定次

第、合わせて配置の再検討を行う必要がある。 

(3) 運賃設定 

運賃設定については、本検討において 200 円を基本とするとしている。今後は、運賃の割引設

定について、路線バスで行われている割引状況及びバス券等の事例を確認しながら検討する必要

がある。 

(4) サービス水準 

サービス水準には、1 日の運行時間帯及び 1 時間あたりの運行本数を決定する必要がある。サ

ービス水準では地域の意向も踏まえつつ、他の公共交通との連携、利用需要等を含め決定してい

く必要がある。 
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(5) 運行車両 

実証実験に使用する車両については、現段階におけるルートの道路構造上、小型バスによる運

行が望ましいと考えられる。 

ただし、車両の選定にあたっては、運営する事業者の小型バスの所有状況を確認する必要があ

る。また、浦添市においては購入の検討も合わせて行う必要がある。 

なお、小型バスの購入にあたっては、納車までの期間が 1年以上かかることが予想されること

から、次年度においては早い段階からの検討が必要と考えられる。 

(6) その他検討項目 

実証実験実施計画の策定及び実証実験運行許可申請と合わせて、実証実験の周知方法、実証実

験時の利用促進に関する調査項目について検討する必要がある。 

検討項目については、下表に主な検討内容を示す。 

 

表 8-1 実証実験周知及び調査検討項目（再掲） 

 項目 検討内容 

実
証
実
験
告
知
の
検
討 

モノレール 

との連携

 ポスター、チラシ等の掲示 

 企画、イベント 

広報誌 
 浦添市の発行する広報誌において事前告知や特集などの掲載検討 

 関連する公共団体等の発行する広報誌への告知掲載の検討 

ＷＥＢ 

 浦添市ホームページ内において事前告知や専用ページの開設を検討 

 携帯電話向けサイトを開設し時刻表等の告知の検討（ＱＲコード等による

紙媒体とのメディア連携を含む） 

 関連団体の運営するＷＥＢサイトからのリンク設定の調整等を検討 

新聞  新聞告知（広告）の検討 

テレビ・ラジオ  わった～バス党との連携を検討 

その他 

 効果を高めるため車両告知デザイン（側面ステッカー等）やチラシ類、Ｗ

ＥＢ、バス停等にトータルデザインの導入の検討 

 商業施設等が実施するチラシ広告等への掲載･ポスター掲出等の検討 

 大型集合住宅や周辺駐車場等へのチラシ配布･ポスター掲出等の検討 

利
用
促
進
に
関
す
る
調
査
・
検
討

利用者数調査  コミュニティバス実証実験期間中に乗車した利用者数の調査を検討 

利用者ＯＤ調査 

 利用頻度の多いバス停や乗車区間などを詳細に把握し、運行ルートの見直

しや検討時の基礎資料とすることを目的に利用者ＯＤ（乗車バス停、降車

バス停）の調査について検討 

利用者 

アンケート調査 

 利用者の個人属性（性別・年齢・居住地）や利用目的、運行前に利用して

いた交通手段、バス利用満足度、改善要望などについて把握するためにア

ンケート調査の検討 

沿線居住者 

アンケート調査 

 沿線住民に対して新たにバスが通過する事によって得られたメリットや

問題点（安全性）等を把握するために沿線居住者アンケート調査の検討 
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8-2 運営事業者の選定 

支線公共交通実証実験を実施するにあたり、実証実験を運営する事業者の選定を行う必要が

る。現在、沖縄本島内で路線バス事業を運営している 4 社（沖縄バス、東陽バス、琉球バス、那

覇バス）を対象に運営の選定を行っていくことが考えられる。 

なお、運営事業者の選定にあたっては、実証実験実施計画の項目内容の調整を行う必要がある

と考えられ、次年度においては早い段階から事業者の選定に向けて取り組む必要があると考えら

れる。 

また、現在では路線バスの運転手不足を各事業者が課題としてあげており、バスの運転手確保

について別途検討する必要がある。 

 

 運行事業者の選定にあたり、運行ルート及びダイヤ、運行台数、車両、コスト縮減を考慮し

たコミュニティバスの市内駐機場所（営業所含む）等を条件として受託可能な事業者を募る 

 運行事業者の選定後、委託内容の確認等を行い契約 
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8-3 関係機関との調整 

8-3-1 交通管理者との協議 

実証実験バスルート決定に向けて、交通の安全性の面から交通管理者との協議・調整を行う必

要がある。 

 

• 運行ルート及びバス停位置について、交通安全性の面から走行の可否について交通管理者と

の協議・調整を実施 

• 状況により、運行車両を考慮した旋回軌跡図等を作成 

 

8-3-2 道路管理者 

実証実験バスルート及びバス停位置決定後、道路管理者との調整を行う必要がある。 

 

 道路占用許可申請 

• 運行ルート決定後、仮設バス停を設置する箇所について協議・調整を実施 

• 仮設バス停の具体的な設置箇所決定後、道路占用許可申請を実施 

 

8-3-3 沖縄県バス協会 

実証実験において、仮設バス停を既存路線バス停と合わせる箇所が発生することが考えられ

る。そのため、仮設バス停設置について沖縄県バス協会と事前に調整する必要があると考えられ

る。 

 

• 仮設バス停設置箇所の確認 

 

8-3-4 沖縄総合事務局 

実証実験計画策定後に、実証実験の運行許可申請を沖縄総合事務局運輸部へ申請する必要があ

る。 

 

 運行許可申請 

• 実施計画策定後、内閣府沖縄総合事務局運輸部へ運行許可を申請 

• 運行概要、運行ルート図、区間距離、運行ダイヤ、バス停、運賃許認可 等の資料を提出 
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 実証実験実施計画策定フロー 

実証実験の実施に向けて、実施計画策定までのフロー図を示す。 

 

 

 

図 8-1 実証実験実施計画策定フロー 

 

■運行許可申請 

• 実施計画策定後、内閣府沖縄総合事務

局運輸部へ運行許可を申請 

• 運行概要、運行ルート図、区間距離、

運行ダイヤ、バス停、運賃許認可 等

の資料を提出 

■運行事業者の選定・契約 

• 運行事業者の選定にあたり、運行ルー

ト及びダイヤ、運行台数、車両等を条

件として受託可能な事業者を募る 

• 運行事業者の選定後、委託内容の確認

等を行い契約 

■道路占用許可申請 

• 運行ルート決定後、仮設バス停を設置

する箇所について、道路管理者及び交

通管理者と協議・調整を実施 

• 仮設バス停の具体的な設置箇所決定

後、道路占用許可申請を実施 

■交通管理者との協議 

• 運行ルートについて、交通安全性の面

から走行の可否について交通管理者と

の協議・調整を実施 

• 状況により、運行車両を考慮した旋回

軌跡図等を作成 

実証実験実施計画の検討 

その他検討項目の決定 

（運行ダイヤ、運行台数、車両 等）

バス停配置箇所の決定 

運行ルートの決定 

運行事業者の決定 

実証実験実施計画の策定 
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8-4 その他検討事項 

(1) バスルート所要時間の調査の実施 

実証実験におけるバスの運行時間帯の検討に用いるため、バスルートの実走行時間を調査する

必要があると考えられる。 

調査内容として、各ルートを朝ピーク、夕ピーク、オフピークの計 3 回、往復方向を走行する

ことにより調査を実施。また、走行においては、各バス停箇所の通過時間の記録を行う必要があ

る。 

 

(2) バス停の製作 

実証実験ルート及びバス停位置の決定後、バス停箇所数に応じた仮設バス停を製作する必要が

ある。バス停製作が可能な業者の確認を行う必要がある。 

また、バス停のデザイン（時刻表含む）の検討も合わせて行う必要がある。 
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